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俊行)ローマ子宮政前期における諸都市の書記 CscribaelC本間

ロ
ー
マ
帝
政
前
期
に
お
け
る
諸
都
市
の
書
記

は

じ

め

に

ロ
ー
マ
帝
盟
各
地
に
散
在
し
た
都
市
は
、
各
地
域
の
政
治
的
・
経
済
的
・
文
化

的
中
心
地
と
し
て
、
ま
た
帝
国
統
治
の
基
礎
単
位
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
た
。
都
市
の
統
治
を
担
っ
た
の
は
、
各
都
市
数
十
名
か
ら
一

O
O名
器
度
の

た
ち
で
あ
る
。
彼
ら
は
政
治
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
と
同

参
事
会
員
三
ゅ
の
ロ
ュ
。
ロ

g)

時
に
、
主
に
土
地
所
有
に
支
え
ら
れ
た
経
済
エ
リ
ー
ト
で
も
あ
り
、
都
市
や
帝
国

の
諸
負
担
を
担
う
代
わ
り
に
、

さ
ま
ざ
ま
な
特
権
や
名
誉
を
享
受
し
て
い
た
。

れ
に
対
し
、
参
事
会
員
以
外
の
都
市
住
民
は
し
ば
し
ば
ひ
と
括
り
に
民
衆
と
し
て

理
解
さ
れ
、

お
お
む
ね
次
の
よ
う
な
像
が
描
か
れ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
畏

衆
は
、
都
市
経
済
の
枠
内
で
活
動
す
る
貧
し
い
職
人
や
商
人
で
あ
り
、
帝
政
期
に

は
民
会
の
機
能
低
下
に
よ
っ
て
政
治
的
発
言
権
を
失
い
、
政
治
的
に
も
経
済
的
に

も
参
事
会
員
層
に
従
属
す
る
貧
困
大
衆
で
あ
っ
た
、

と
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
参
事
会
員
と
民
衆
の
格
差
は
、
後
二
世
紀
初
頭
に
現
れ
る
司
法
上
の
区
分
、

(∞の
H
・
口
)
出
ゆ
)

本

ノf先
主久

一行

間

「
上
層
身
分
宮
詩
的
昨
日

0
5印
」
と
「
下
層
身
分
げ
ロ
自
己
目
。
括
的
」

へ
の
帝
国
規
模
で

の
階
層
分
化
と
相
ま
っ
て
、
次
第
に
拡
大
し
て
い
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
で
は
、

〉
己

mcmz-g)

帝
礼
拝
委
員
(
〉
ロ

m
g
E
g
w

や
組
合

(
g召
2
p
g
]目
。
包
山
)
な
ど
、
都
市
社
会
に
存
在
し
た

一
定
の
経
済
力
を
背
景
に

1 

印。
J
H
H
吋
同

諸
集
団
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
参
事
会
員
以
外
に
も
、

都
市
の
諸
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
社
会
的
地
位
の
向
上
を
志

向
す
る
人
び
と
の
存
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研
究
動
向
の
な

か
で
新
た
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
、
諸
都
市
の
公
職
者
に
配
属
さ
れ
た
下
僚

そ

(
山
門
)
円
)
∞
円
山
門

C
門
m
M
的
)

で
あ
る
。モ
ム
ゼ
ン
や
ジ
ョ

1
ン
ズ
な
ど
の
制
度
史
的
研
究
に

力口
え2下

埜f
I5:つ

主2
Zは、
隆
盛
を
よ!7，.
ム乙

け

コ
エ
リ
ョ
、

一
九
八

0
年
代
に
は
、

コ
!
エ
ン
、
ベ
イ
デ
ィ
ア
ン
に
よ
り
、
社
会
的
実
態
に
関
す
る
詳
細
な
研

究
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
研
究
成
果
に
よ
り
、
下
僚
は
元
老
院
議
員
や
騎
士
に

一
定
の
社
会
的
地
位
を
誇
り
、
ま
た
一
部
が
騎
士
身
分
な
ど
へ

セ
ル
、

は
劣
る
も
の
の
、

の
社
会
的
上
昇
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
た
。
し
か
し
、
以
上
の
語
研
究
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ロ
!
マ
の
公
職
者
や
祭
司
、
属
州
総
督
や
帝
国
官
僚
、
あ
る
い
は

皇
帝
に
配
属
さ
れ
る
下
管
(
以
下
、

は
基
本
的
に
、

ロ
ー
マ
下
僚
)
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
ロ
!
マ
下
僚
か
ら
の
類
推
で
、
諸
都
市
の
下
僚
も
同
様
に
高
い
社
会

的
評
価
を
受
け
て
い
た
と
も
指
摘
さ
れ
る
が
、
都
市
レ
ヴ
ェ
ル
で
任
用
さ
れ
る
下

ロ
ー
マ
下
僚
と
法
的
に
も
社
会
的
に
も
別
個
の
存
在
で
あ
り
、
独
自
の
検

僚
は
、
討
が
必
要
で
あ
る
。

都
市
制
度
に
関
す
る
研
究
に
お
い
て
も
、
下
僚
に
関
す
る
言
及
は
散
見
さ
れ

る
が
、
諸
都
市
の
下
僚
の
社
会
的
実
態
に
つ
い
て
論
じ
た
研
究
と
し
て
挙
げ
ら
れ

る
の
は
、
管
見
の
限
り
、
北
イ
タ
リ
ア
の
下
級
官
吏
(
下
僚
、
公
有
奴
隷
、
皇
帝

の
奴
隷
・
解
放
奴
隷
)
を
扱
っ
た
ジ
ヨ
ル
チ
ェ
ッ
リ
・
ベ
ル
サ
!
ニ
の
研
究
と
、

下
僚
職
の
一
種
で
あ
る
腸
占
師
(
町
時

5
1
2印
)
を
扱
っ
た
ア
ー
ク
の
研
究
だ
け

で
あ
る
。
両
者
は
と
も
に
、

ロ
ー
マ
下
僚
に
関
す
る
研
究
成
果
も
参
照
し
つ
つ
、

下
僚
は
一
定
の
経
済
的
能
力
と
、
公
職
に
就
任
し
た
名
望
家
と
の
つ
な
が
り
を
も

一
定
の
特
権
を
得
た
「
中
間
層

2
t
g包
?
の
}
器
詰
ヨ
ミ

2
5」
で
あ
っ

ちた
と
評
価
し
て
い
る
。

ジ
ヨ
ル
チ
ェ
ッ
リ
・
ベ
ル
サ
!
ニ
と
ア
ー
ク
の
研
究
は
、
「
研
究
者
に
よ
っ
て

し
ば
し
ば
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
」
諸
都
市
の
下
僚
に
関
す
る
理
解
を
進
展
さ
せ
た

点
で
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
下
僚
職
の
な
か
で
も
筆
頭
に
位
置
し
、
比

較
的
史
料
に
も
恵
ま
れ
た
書
記
(
印
2
5忠
)
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
を
お
こ

な
う
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
諸
都
市
の
下
僚
を
分
析
す
る
基

礎
的
作
業
と
し
て
、
帝
国
西
半
部
の
諸
都
市

の
社
会
的
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。 に
つ
い
て
、
可
能
な
限
り
そ

第
一
章

書
記
の
制
度
的
位
置
づ
け

本
章
で
は
ま
ず
、
諸
都
市
の
下
僚
制
度
に
つ
い
て
概
観
し
、
書
記
の
制
度
的
位

量
づ
け
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。
諸
都
市
の
下
僚
制
度
は
、
ウ
ル
ソ
都
市
法

と
イ
ル
ニ
都
市
法
(
]
良
町
民
片
山
口
出
)
か

(
}
ぬ
凶
の
O
}
。ロ-mぬ
H
Z
}
門
知
ゅ
の
め
H

足
立
〈
山
ゆ
)

ら
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

ウ
ル
ソ
は
、

ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
パ

エ
テ
ィ
カ
に
建
設
し
た
ロ

1
マ
市
民
権
植
民
市
で
あ
る
。
そ
の
都
市
法
の
作
成
は

共
和
政
末
期
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
期
の
青
銅
板
に
よ
っ
て

伝
わ
っ
て
い
る
。
下
僚
に
関
す
る
言
及
は
、
公
職
者
の
権
利
に
関
す
る
条
項
(
六

ニ
条
)
、
初
年
度
の
公
職
者
に
配
属
さ
れ
る
下
僚
の
給
与
に
関
す
る
条
項
(
六
二
一

お
よ
び
書
記
の
服
務
宣
誓
一
回
に
関
す
る
条
項
(
八
一
条
)
の
、
二
一
条
項
に
み

条)、

2 

ら
れ
る
。
ウ
ル
ソ
と
同
じ
パ
エ
テ
ィ
カ
の
都
市
で
あ
る
イ
ル
ニ
は
、

フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
朝
期

一
九
八
一
年
に
発
見
さ
れ
た
イ
ル
ニ
都
市

に
ラ
テ
ン
権
を
得
た
自
治
市
で
あ
る
。

法
は
、
こ
の
都
市
法
が
発
見
さ
れ
る
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い
た
マ
ラ
カ
お
よ
び
サ

ル
ペ
ン
サ
の
都
市
法
(
お
よ
び
い
く
つ
か
の
断
片
で
伝
わ
る
都
市
法
)

と
内
容
的

に
重
捜
し
て
い
る
が
、

イ
ル
ニ
都
市
法
は
先
の
二
つ
の
都
市
法
で
は
失
わ
れ
た
多

く
の
条
項
を
伝
え
て
お
り
、
都
市
制
度
に
関
す
る
新
た
な
知
見
を
提
供
し
て

い
る
。
下
僚
に
関
す
る
言
及
は
、
請
負
契
約
の
禁
止
に
関
す
る
条
項

(
J条)、

書
記
の
服
務
宣
誓
と
下
僚
給
与
に
関
す
る
条
項
(
七
三
条
)
の
こ
条
項
に
残
さ
れ

て
い
る
。
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第
一
節

下
僚
団
に
お
け
る
書
記

(
三
種
類
と
員
数

ウ
ル
ソ
都
市
法
六
二
条
は
、
各
公
職
者
(
二
人
委
員
と
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
)
に
配

属
さ
れ
る
下
僚
の
撞
類
と
員
数
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

二
人
委
員
に
な
る
者
に
は
、
一
一
人
委
員
一
人
あ
た
り
、
二
名
の
先
導
警
吏
、
一

名
の
随
員
、
二
名
の
書
記
、
二
名
の
執
達
吏
、
文
書
役
、
布
告
吏
、
腸
占
師
、
笛

吹
き
を
も
っ
権
利
・
権
限
が
あ
る
べ
し
。
本
植
民
市
で
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
に
な
る
者

に
は
、
ア
ヱ
デ
ィ
リ
ス
一
人
あ
た
り
、
一
名
の
書
記
、
四
名
の
前
掛
を
締
め
た
公

有
奴
隷
、
布
告
吏
、
腸
占
師
、
笛
吹
き
を
も
っ
権
利
・
権
限
が
あ
る
べ
凶
。

ア
エ
デ
ィ
リ
ス
に
配
属
さ
れ
る
「
前
掛
け
を
締
め
た
公
有
奴
隷
円
)
忌

}
E
2
5

の

Z
Z
o
Z
5
0」
に
つ
い
て
は
、
公
有
奴
隷
一
般
と
す
る
通
説
(
こ
の
場
合
、
「
前

掛
け
ロ

5
5」
は
公
有
奴
隷
に
共
通
の
装
束
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
る
)

に
対
し
、

諸
都
市
の
公
有
奴
隷
に
関
す
る
網
羅
的
な
研
究
を
お
こ
な
っ
た

A
-
ヴ
ア
イ
ス
が

近
年
、
こ
れ
を
個
々
の
公
職
者
に
配
属
さ
れ
る
特
別
な
カ
テ
ゴ
リ
の
公
有
奴
隷
と

い
ず
れ
の
説
を
と
る
に
せ
よ
、
下
僚
と
は
灰
一
別
す

す
る
説
を
提
起
し
て
い
る
が
、

る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
、
こ
の
条
項
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
下
僚
は
、

先
導
警
吏
、
髄
員
、
書
記
、
執
達
吏
、
布
告
吏
、
文
書
役
、
腸
占
師
、
笛
吹
き
の

八
種
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
イ
ル
ニ
都
市
法
に
は
、
「
書
記
」

「
各
種
の
下
僚
」
(
七
三
条
)
、
「
書
記
と
下
僚

R
Z
)山
広
告
宮
ユ
さ
と

(
J
条
)

と
い
う
記
述
が
あ
る
だ
け
で
、
書
記
以
外
の
下
僚
職
は
不
明
で
あ
る
。
都
市
や
地

域
に
よ
っ
て
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
ウ
ル
ソ
都
市
法

に
み
ら
れ
る
下
僚
団
構
成
は
、

ロ
ー
マ
の
そ
れ
と
比
較
し
て
、

ま
ず
基
本
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

(
b
)
給
与

下
蟹
に
は
そ
の
職
務
期
間
中
、

公
金
か
ら
給
与
が
支
払
わ
れ
た
。

ウ
ル
ソ
都
市
法
は
、
各
下
僚
に
支

払
わ
れ
る
給
与
額
に
つ
い
て
細
か

く
定
め
て
お
り
、

ま
と
め
る
と
別

表
の
よ
う
に
な
る
。

給
与
額
は
、
下
僚
職
の
種
類
と

配
属
さ
れ
る
公
職
者
の
別
に
よ
っ

て
決
め
ら
れ
て
い
た
。
た
だ
し
、

イ
ル
ニ
都
市
法
七
一
一
一
条
は
参
事
会

が
下
密
給
与
を
決
定
す
る
と
規
定

お
そ
ら
く
給
与
額
は

し
て
お
り
、

都
市
の
財
力
な
ど
に
応
じ
て
異

な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

給
与
に
関
し
て
、
こ
こ
で
は
次

の
二
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
書
記
に
支
払
わ
れ
る
給

与
額
の
高
き
で
あ
る
。
書
記
は

人
委
員
付
・
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
付
の

両
方
の
下
僚
留
で
最
も
高
い
給
与

表]

種 類 二人委員付 俸給 アエディリス付 {奉給

先導警吏 Oictor) 2名 600 

髄員 (accensus) I名 700 

書記 (scriba) 2名 1200 l名 800 

執達吏 (viator) 2名 400 

文書役 Oibrarius) 1名 300 

布告吏 (praeco) 1名 300 1名 300 

腸占師 (harusp巴x) 1名 500 1名 100 (500?) (15) 

笛吹き (tibicen) I名 つ 1名 300 

[55IJ 

CM. Swan， CIL XIV 353 and S 4642: Apparitores at Ostia and Urso， Latom伯、 29，1970， 141を基に作成)
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が
支
払
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
下
僚
職
全
体
を
み
て
も
、
最
も
高
額
の
給
与
を
得

た
の
は
二
人
委
員
付
書
記
(
一
二

O
O
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
て
そ
れ
に
次
ぐ
の

が
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
付
書
記
(
八

O
O
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
)
で
あ
り
、
こ
の
こ
と

は
下
僚
聞
に
お
け

の
重
要
性
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
第
二
に
、
給
与
の

受
け
取
り
と
い
う
事
実
か
ら
、
下
僚
就
任
者
の
社
会
的
立
場
の
低
さ
が
想
定
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
章
で
検
討
す
る
。

(
C
)

特
典
と
制
約

ウ
ル
ソ
都
市
法
六
二
条
で
は
、
下
僚
の
軍
務
免
除
(
ヨ
ロ

5
2
g
g
z
c
)

つ
い
て
次
の
よ
う
な
規
定
が
あ
る
。

〔
公
職
者
の
]
各
人
が
擁
す
る
、
書
記
、
先
導
警
吏
、
随
員
、
執
達
吏
、
笛
吹

き
、
腸
占
師
、
布
告
吏
、
文
書
役
の
全
て
の
者
に
、
そ
の
各
人
が
仕
え
る
年
に
、

軍
務
免
除
が
あ
る
べ
し
。
公
職
者
に
仕
え
て
い
る
年
に
は
、
下
僚
を
意
に
反
し
て

兵
士
に
し
た
り
、
兵
士
に
な
る
よ
う
に
命
じ
た
り
、
強
制
徴
用
し
た
り
、
径
一
一
面
約
を

課
し
た
り
、
奪
回
約
を
要
求
し
た
り
、
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
命
じ
て
は
な
ら
な
い
。

た
だ
し
、
イ
タ
リ
ア
か
ガ
リ
ア
の
騒
乱
の
場
合
は
除
位
。
(
括
弧
内
は
筆
者
)

ウ
ル
ソ
で
は
、
植
民
市
の
領
域
を
防
衛
す
る
た
め
、
有
事
の
際
に
二
人
委
員
や

そ
の
代
理
が
、
参
事
会
決
議
に
基
づ
い
て
、
武
装
し
た
住
民
(
包
括

P
E
g
g
p

丸
々
与
え
日
)
を
指
揮
し
た
(
一

O
コ
一
条
)
。
し
か
し
、
下
僚
は
そ
の
任
期
中
、
こ

の
軍
務
か
ら
免
除
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
同
じ
特
権
は
、
神
官
と
鳥
占
官
、
お
よ
び

(
六
六
条
。
た
だ
し
、
「
イ
タ
リ
ア
か
ガ
リ
ア

そ
の
子
供
に
も
認
め
ら
れ
て
い
た

の
騒
乱
の
場
合
は
除
く
」
と
い
う
例
外
規
定
は
な
い
)
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は

カ
エ
サ
ル
時
代
の
ヒ
ス
パ
ニ
ア
に
特
有
の
も
の
で
、
ほ
か
の
地
域
に
は
想
定
す
る

ま
た
ヒ
ス
パ
ニ
ア
で
も
そ
の
後
死
文
化
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
こ
の
規
定
は
少
な
く
と
も
、
下
僚
の
特
権
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

都
市
法
の
規
定
に
は
な
い
も
の
の
、
よ
り
一
般
的
な
特
典
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
る
の
は
、
劇
場
な
ど
の
公
共
施
設
に
お
け
る
座
席
特
権
で
あ
る
。
ネ
ロ
治
世
の

ロ
l
マ
市
で
、
元
主
人
を
大
逆
罪
で
告
発
し
た
解
放
奴
隷
(
出
宮
江
戸
出
)
に
対
し
、

付
執
達
吏
の
席
に
座
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た

こ
と
は
で
き
ず
、

そ
の
報
離
と
し
て
、
護
畏

(
、
吋
凶
の
み
お
お
-

U
内
〈
戸

H
N
)

。
す
な
わ
ち
、

ロ
ー
マ
の
護
民
官
付
執
達
吏
に
は
確
実

に
、
そ
し
て
お
そ
ら
く
ほ
か
の
カ
テ
ゴ
リ
の
下
僚
に
も
公
共
施
設
に
特
別
な
座
席

が
設
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
ア
ー
ク
は
、
諸
都
市
の
下
僚
に
も
同

様
の
鹿
席
特
権
が
認
め
ら
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
推
測
の

域
を
出
な
い
が
、
一
部
の
都
市
で
は
組
合
な
ど
の
集
団
に
対
し
て
も
特
別
席
が
設

け
ら
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
こ
の
推
測
は
あ
り
え
な
い
こ
と

4 

で
は
な
い
。

そ
の
立
場
ゆ
え
に
制
約
も
課
さ
れ
た
。
イ
ル
ニ
都
市
法

J
条
は
、
都
市
の
請
負
事
業
へ
の
関
与
が
禁
じ
ら
れ
る
人
び
と
と
し
て
、
公
職
者

下
僚
職
就
任
者
に
は
、

(
二
人
委
員
、

ク
ァ
ヱ
ス
ト
ル
)

や
そ
の
親
族
(
息
子
、
孫
、

ア
エ
デ
ィ
リ
ス
、

祖
父
、
兄
弟
)

に
加
え
て
、
「
書
記
と
下
僚

R
ュg
a
若
宮
号
。
円
」
を
挙
げ
て

い
わ
ば
発
注
側
に
あ
た
る
公
職
者
が
同
時
に
受
注
者
と
も

い
る
。
こ
の
規
定
は
、

な
る
こ
と
を
防
ぐ
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が

(
親
族
の
禁
止
も
そ
の
延
長
上
で

理
解
さ
れ
よ
う
て

そ
こ
に
下
館
も
含
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
彼
ら
の
「
公
人
」

と
し
て
の
立
場
を
示
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
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第
二
節

書
記
の
職
務

前
節
で
み
た
、
給
与
の
受
け
取
り
と
特
典
や
制
約
は
、
下
僚
団
の
一
員
と
し

て
、
書
一
記
も
ほ
か
の
下
錆
と
共
有
し
て
い
た
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
、
都
市
法
に

は
こ
れ
に
加
え
て
、
書
一
記
に
関
す
る
特
別
な
規
定
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
検
討
を
お

こ
な
う
ま
え
に
、
ま
ず
は
書
記
が
果
た
し
て
い
た
職
務
に
つ
い
て
簡
単
に
確
認
し

て
お
き
た
い
。
書
記
の
職
務
は
、
都
市
法
の
諸
規
定
に
よ
れ
ば
、
「
公
文
書
の
記

裁
と
管
理
」
(
ウ
ル
ソ
都
市
法
八
一
条
て
あ
る
い
は
「
公
式
な
記
録
・
文
書
・
会

計
簿
の
作
成
・
整
理
」
(
イ
ル
ニ
都
市
法
七
三
条
)

で
あ
り
、
大
ま
か
に
い
え
ば

公
金
の
管
理
と
公
文
書
の
作
成
・
管
理
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
都
市
の
文
書
行
政
や

財
務
管
理
の
全
体
像
を
提
示
す
る
用
意
は
な
い
が
、
行
論
の
関
係
上
、
書
記
の
職

務
に
つ
い
て
二
疋
の
理
解
を
得
て
お
き
た
い
。
以
下
で
は
諸
都
市
の
文
書
行
政
に

関
す
る
二
つ
の
重
要
な
史
料
(
カ
エ
レ
参
事
会
決
議
と
ピ
サ
エ
記
念
碑
)
を
中
心

(
初
)

に
、
参
事
会
決
議
の
作
成
と
い
う
観
点
か
ら
書
記
の
役
割
を
概
観
す
る
。

参
事
会
決
議
は
、
概
ね
以
下
の
よ
う
な
手
続
き
で
作
成
さ
れ
た
。
ま
ず
、
公
職

者
の
招
集
・
発
議
に
基
づ
い
て
参
事
会
が
審
議
を
お
こ
な
う
。
そ
こ
で
可
決
さ
れ

た
事
項
は
、
公
職
者
に
よ
っ
て
決
議
文
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。
こ
の
参
事
会
決

議
の
作
成
に
お
け
る
書
記
の
関
与
を
伝
え
る
史
料
が
、
カ
エ
レ
の
参
事
会
決
議
で

あ
る
。カ
エ
レ
参
事
会
は
一
一
三
年
、
ウ
ェ
ス
ビ
ヌ
ス
と
い
う
名
の
皇
帝
の
解
放
奴
隷

が
、
皇
帝
礼
拝
委
員
聞
の
施
設
(
ち
え
ユ
ロ
ヨ
)
を
自
己
負
担
で
建
設
す
る
こ
と

を
申
し
出
た
の
を
受
け
、
彼
に
公
有
地
を
譲
渡
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
そ
の

際
、
公
職
者
と
参
事
会
は
都
市
監
督
官
と
書
簡
を
や
り
と
り
し
、
こ
の
譲
渡
に
対

す
る
許
可
を
得
て
い
る
。
こ
の
一
連
の
手
続
き
を
記
録
し
た
碑
文
に
は
、
次
の
よ

う
な
一
文
が
あ
る
。

ク
ペ
リ
ウ
ス
・
ホ
ス
テ
ィ
リ
ア
ヌ
ス
が
書
記
テ
ィ
ト
ゥ
ス
・
ル
ス
テ
ィ
ウ
ス
・

リ
ユ
シ
ポ
ヌ
ス
を
と
お
し
て
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
命
じ
た
文
書
に
基
づ
き
、
マ
ル

(
匁
)

ス
神
殿
の
前
庭
で
転
写
と
確
認
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

こ
の
「
転
写
と
確
認
」
は
、

ロ
ー
マ
の
元
老
院
決
議
や
ロ

i
マ
市
民
権
付
与
を

記
し
た
免
状
に
も
み
ら
れ
る
、
原
本
か
ら
複
写
を
作
成
す
る
手
続
き
で
あ
る
。

記
は
文
書
類
の
記
録
を
提
出
し
、
そ
こ
か
ら
「
転
写
と
確
認
」
が
お
こ
な
わ
れ
、

前
述
の
参
事
会
決
議
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
書
記
が
提
示
し
た
文
書
は
、
正

式
に
は
「
カ
エ
レ
自
治
市
の
日
誌
(
げ

O
B
E
S
Eユロ
5
2
E住
吉
広
告

B
E
E
-

hsュZ
S」
と
呼
ば
れ
、

(円)山間目白山)

と
節
(
片
山
℃
己
門
)
ご
と
に
整
理

J¥三

シ

し
つ
つ
、
都
市
行
政
に
必
要
な
文
書
を
記
録
し
て
い
た
。
具
体
的
に
は
、
公
有
地

5 

譲
渡
と
そ
の
件
に
関
し
て
都
市
監
督
官
に
同
意
を
求
め
る
決
議
(
古
骨

}
円
一
円
〈
戸
百
円
)
一
件
。
〈
口
)
、
公
職
者
と
参
事
会
が
都
市
監
督
官
に
送
付
し
た
書
簡

(山口(目。七
mm吉
仰

向

}
Z
g
w
m立
宮
匂
ユ
50)
、
都
市
監
督
官
か
ら
の
返
信
(
宮
号

日

)
m
m
H
H

ロ
ω

同

)
m
m

札
口
出
〈
口
H
a

片山方向件。日)ユ
5
0
)

こ
れ
ら
の
文
書
を
記
録
し
、

で
あ
る
。

公
職
者
の
求
め
に
応
じ
て
提
出
し
た
の
で
あ
る
。

作
成
さ
れ
た
参
事
会
決
議
は
、
公
式
書
板
に
登
録
さ
れ
、
金
庫
や
公
文
書
館
に

収
納
さ
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
ピ
サ
エ
の
碑
文
は
、
こ
の
公
文
書
へ
の
記
載
に
お
け

る
書
記
の
役
割
に
言
及
し
て
い
る
。

後
二
年
に
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
の
孫
、

ル
キ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
死
去
し
た
の
に

つ
づ
い
て
、
後
四
年
に
は
ガ
イ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
戦
傷
に
よ
っ
て
死
去
し
た
。

ピ
サ
ヱ
で
は
こ
の
と
き
、
公
職
選
挙
の
鏡
補
者
間
の
対
立
激
化
の
た
め
、
裁
判
権
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を
も
っ
公
職
者
を
選
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
異
常
事
態
の
た
め

に
、
ガ
イ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
を
追
悼
す
る
正
式
な
決
議
を
お
こ
な
え
ず
、
「
す
べ

て
の
参
事
会
員
と
市
民

5
ぞ
号
包
含

2
ユO
(

ヨ〕由
g一。
a
A
5」
が
協
議
し
て
追

悼
の
内
容
を
決
定
す
る
一
方
、
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
に
使
節
を
送
り
、
事
態
の
解
決

を
要
請
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
裁
判
権
を
保
有
す
る
公
職
者
の
不
在
と

い
う
異
常
事
態
が
解
消
さ
れ
た
際
、
参
事
会
員
と
市
民
の
決
定
内
容
を
正
式
な
も

の
と
す
る
た
め
、
次
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と
が
決
め
ら
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

都
市
法
に

づ
い
て
正
式
に
こ
人
委
員
が
選
出
さ
れ
る
と
、

そ
の
二
人
委
員
は

「
参
事
会
員
と
市
民
全
員
が
賛
成
し
た
こ
と
心

g
仏
号

2
ュ8
5
5
2
官

E
Y
q
z

出
目
印

8
2口
町
立
常
巳
と
を
改
め
て
参
事
会
に
発
議
し
、
参
事
会
で
正
式
可
決
さ

れ
た
あ
と
、
「
公
式
書
板
に
記
載
さ
れ
る
[
ぽ

4
m号

a
g
u
c百円。
2
5
P
E
E門」

よ
う
に
監
督
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
実
際
に
二
人
委
員
が
選
出
さ
れ
た
あ
と

に
可
決
さ
れ
た
参
事
会
決
議
で
は
、
次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
た
。

二
人
委
員
で
あ
る
、
ア
ウ
ル
ス
の
息
子
、

L
-
テ
ィ
テ
ィ
ウ
ス
、
テ
ィ
ト
ゥ
ス

の
息
子
、

T
-
ア
ッ
リ
ウ
ス
・
ル
フ
ス
は
、
上
述
の
す
べ
て
の
こ
と
を
、
我
わ
れ

の
決
議
に
基
づ
き
、
プ
ロ
・
ク
ア
ヱ
ス
ト
ル
の
面
前
で
速
や
か
に
、
公
的
書
記
に

よ
る
公
式
書
板
へ
の
記
載
を
監
督
す
る
べ
し
。

公
式
童
図
板
へ
の
登
録
は
、
担
当
公
職
者
に
よ
る
発
議
、
参
事
会
に
よ
る
審
議
と

並
ん
で
、
参
事
会
決
議
の
正
式
な
発
効
に
必
要
な
手
続
き
の
一
部
を
構
成
し
て

(
初
)

い
た
。
ウ
ル
ソ
都
市
法
の
諸
条
項
(
一
一
一
一

O
条
・
一
三
一
条
・
二
一
一
四
条
)
は

「
公
式
書
板
へ
の
記
載
」
を
、
公
職
者
に
よ
る
発
議
、
参
事
会
の
審
議
・
決
議
に

連
な
る
、
参
事
会
決
議
を
有
効
と
す
る
行
政
行
為
の
一
つ
に
位
賓
づ
け
て
い
る
。

服
務
官
一
誓
と
任
用
規
程

以
上
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
書
記
に
対
し
て
、
都
市
法
は
服
務
宣
誓
と
任
用

第
一
一
一
節

に
関
す
る
規
定
を
定
め
て
い
る
。
パ

1
セ
ル
は
、
文
書
記
録
へ
の
接
近
が
書
記
に

も
た
ら
す
社
会
的
上
昇
の
可
能
性
、
お
よ
び
そ
れ
に
対
す
る
エ
リ
ー
ト
層
の
警
戒

そ
の
具
体
的
な
事
例
と
し
て
こ
の
ニ
つ
の
規
定
に
言
及
し
て

い
る
。
こ
の
解
釈
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
次
章
で
再
び
触
れ
る
が
、
ま
ず
は
都
市

法
の
文
脈
か
ら
検
討
し
て
お
き
た
い
。

心
を
指
摘
し
つ
つ
、

(a)
服
務
宣
誓

書
記
の
服
務
宣
誓
一
同
に
つ
い
て
、

さ
れ
て
い
る
。

ウ
ル
ソ
都
市
法
八
一
条
で
は
次
の
よ
う
に
規
定

6 

ユ
リ
ウ
ス
植
民
市
の
二
人
委
員
か
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
で
あ
る
者
は
い
ず
れ
も
、
植

民
市
民
の
公
金
と
会
計
を
記
載
す
る
自
ら
の
書
記
に
、
公
式
書
板
に
記
載
し
、
管

理
す
る
ま
え
に
、
コ
ン
テ
ィ
オ
で
公
然
と
、
ヌ
ン
デ
ィ
ナ
エ
の
臼
が
開
け
る
ま
え

に
、
フ
ォ
ル
ム
に
お
い
て
、
ユ
ピ
テ
ル
、
ペ
ナ
テ
ス
の
神
々
に
対
す
る
(
次
の
よ

う
な
)
宣
誓
を
課
す
べ
し
。
「
私
は
、
正
当
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
要
求
さ
れ
て

い
る
と
お
り
に
、
慈
し
き
欺
騎
な
く
、
本
植
民
市
の
公
金
を
管
湿
し
、
誠
実
な
会

計
を
お
こ
な
い
、
作
為
的
な
悪
意
を
も
っ
て
文
書
を
用
い
た
不
正
行
為
を
お
こ
な

い
ま
せ
ん
」
。
各
書
記
が
こ
の
よ
う
に
宣
誓
し
た
こ
と
を
、
公
式
文
書
に
記
載
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
べ
し
。
か
く
宣
誓
し
な
か
っ
た
者
は
、
公
式
文
書
を
記
し
て
は

な
ら
ず
、
下
僚
給
与
も
給
与
も
、
こ
の
こ
と
ゆ
え
に
受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
。

宣
誓
を
課
さ
な
か
っ
た
者
に
は
、
五

O
O
Oセ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
罰
金
が
科
さ

れ
、
ま
た
、
そ
の
金
銭
の
訴
権
と
告
発
の
権
利
は
、
そ
れ
を
望
む
者
に
、
本
法
に

基
づ
き
あ
る
べ
し
。
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イ
ル
ニ
都
市
法
七
三
条
で
も
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

本
自
治
市
民
の
公
式
記
録
を
閲
覧
す
る
か
、
何
事
か
を
記
録
に
書
き
入
れ
る
ま

え
に
、
書
記
各
人
は
、
ユ
ピ
テ
ル
、
神
君
ア
ウ
グ
ス
ト
ウ
ス
、
{
神
君
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ウ
ス
}
、
神
君
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、
神
君
テ
ィ
卜
ゥ

ス
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、
イ
ン
ペ
ラ
ト
ル
・
カ
エ
サ
ル
・
ド
ミ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
・
ア

ウ
グ
ス
ト
ウ
ス
の
ゲ
ニ
ウ
ス
、
ペ
ナ
テ
ス
神
に
か
け
て
、
自
ら
が
本
自
治
市
民
の

公
式
記
録
を
誠
実
に
作
成
し
、
意
図
し
て
悪
し
き
欺
臓
に
よ
り
、
記
録
に
虚
偽
を

記
載
す
る
こ
と
な
く
、
あ
る
い
は
、
悪
し
き
欺
腕
に
よ
り
記
録
に
記
載
さ
れ
る
べ

き
こ
と
を
放
置
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
誓
う
べ
し
。
こ
の
よ
う
な
宣
誓
を
お
こ

な
わ
ざ
る
者
は
、
書
記
た
ら
ざ
る
べ
凶
。

こ
の
ニ
つ
の
規
定
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
書
記
は
「
文
書
を
用
い
た
不
正
行

為
」
(
ウ
ル
ソ
都
市
法
)
、
虚
偽
記
載
と
不
作
為
の

き
落
と
し

(
イ
ル
ニ
都
市

法
)
を
お
こ
な
わ
な
い
旨
を
神
々
に
宣
誓
し
、
こ
の
宣
誓
を
お
こ
な
わ
な
け
れ
ば

書
記
と
し
て
の
資
格
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
討
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
パ

1
セ
ル
は

こ
の
規
定
に
「
卑
し
い
身
分
」
に
属
す
る
書
記
に
対
す
る
特
別
な
制
約
を
強
調
し

て
い
る
が
、
都
市
法
の
ほ
か
の
規
定
と
の
関
連
か
ら
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き

?
」
、
A

O

J
j
p
u
 

第
一
に
、
文
書
記
録
の
正
当
性
に
関
す
る
規
定
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
イ
ル

ニ
都
市
法
C
条
は
、
決
議
文
の
文
言
に
対
す
る
配
慮
と
し
て
、
二
人
委
員
が
参
事

会
に
お
い
て
朗
読
し
、
参
事
会
の
承
認
を
経
た
う
え
で
、
承
認
さ
れ
た
と
お
り
に

公
式
書
一
板
に
記
載
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
第
二
に
、
服
務
宣
誓
は

書
記
だ
け
で
な
く
、
都
市
行
政
を
担
う
公
職
者
や
参
事
会
員
に
も
課
さ
れ
て
い

た
。
イ
ル

(
サ
ル
ペ
ン
サ
)
都
市
法
二
六
条
に
は
、
公
職
者
に
関
す
る
次
の
よ

う
な
宣
誓
規
定
が
記
さ
れ
て
い
る
。

本
法
に
基
づ
き
、
か
つ
フ
ラ
ウ
ィ
ウ
ス
・
イ
ル
ニ
自
治
市
の
自
治
市
民
に
共
通

す
る
事
柄
に
基
づ
き
判
断
す
る
こ
と
を
正
当
に
お
こ
な
い
、
本
法
や
本
自
治
市
の

自
治
市
民
に
共
通
の
事
柄
に
反
す
る
こ
と
を
詐
欺
や
悪
事
で
あ
る
と
知
り
つ
つ
お

こ
な
わ
ず
、
妨
げ
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
を
妨
げ
、
本
法
に
よ
り
、
ま
た
本
自
治

市
の
自
治
市
民
に
共
通
の
事
柄
に
よ
り
評
価
し
た
こ
と
以
外
の
意
見
表
明
を
は
じ

め
た
り
、
与
え
た
り
、
判
決
を
述
べ
た
り
し
な
い
。

さ
ら
に
、
一
一
人
委
員
の
代
理
に
も
そ
の
就
任
時
に
(
二
五
条
)
、

戸
，
、
ご

J

W

ハ
ド
、
ノ

ゴ
丈
一
立
口
O-

議
題
に
関
し
て
は
参
事
会
員
に
も
、

そ
の
投
票
以
前
に
宣
誓
を
お
こ
な
う
こ
と
が

要
求
さ
れ
た
(
六
一
・
六
八
・
六
九
・
七
九
・
八

O
斜
)

0

こ
の
一
連
の
規
定
か

ら
考
え
れ
ば
、
書
記
に
対
す
る
特
別
な
警
戒
を
推
測
す
る
こ
と
は
妥
当
と
は
い
え

戸
i
h

、」o

fF
し

7 

(
b
)
任
用
規
程

下
僚
に
任
用
さ
れ
る
た
め
の
資
格
に
関
し
て
、

し
た
下
僚
毘
構
成
に
関
す
る
箇
所
に
つ
づ
け
て
、
公
職
者
が
下
績
を
「
本
植
民
市

の
市
民
で
あ
る
者
か
ら
も
っ
べ
し

O
M
2
5
5
2
P
心
巳
巳

5

8左
足
完
号
g戸グ

ウ
ル
ソ
都
市
法
は
、
先
に
引
用

}
戸
山
ず

2
0」
と
規
定
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
下
僚
職
任
用
の
法
的
条

件
は
、

ま
ず
そ
の
都
市
の
正
式
な
市
民
で
あ
る
こ
と

(
つ
ま
り
、
イ
ン
コ
ラ
で
は

な
い
こ
と
)
、

そ
し
て
そ
こ
か
ら
必
然
的
に
、
奴
隷
で
は
な
く
、
富
由
人
で
あ
る

こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
下
僚
任
用
に
は
公
職
者
と
の
パ
ト
ロ
ネ
ジ
関
係
が
大
き

(
持
)

な
役
割
前
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
諸
都
市
の
下
僚
に
関
し
て
、
こ
の
点
を
積
極
的

に
示
す
証
拠
は
な
く
、
あ
る
先
導
警
吏
が
こ
人
委
員
の
所
領
管
理
人
で
あ
っ
た
と



西洋史論集

(
お
)

解
し
う
る
碑
文
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、

お
そ
ら
く
下
僚
任
用
に
お
い
て

は
公
職
者
に
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
、
自
ら
の
解
放
奴
隷
や
被
護
民
を
選
ぶ
場
合
も

ロ
ー
マ
の
場
合
、
公
職
者
は
下
僚
に
任
用
さ

(
お
)

れ
る
人
物
の
名
前
を
国
庫
に
報
告
し
、
そ
し
て
下
鋸
の
名
簿
が
公
示
さ
れ
た
が
、

諸
都
市
で
も
同
様
の
手
続
き
が
と
ら
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

あ
っ
た
と
考
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
イ
ル
ニ
都
市
法
七
三
条
で
は
、
書
記
の
任
用
に
関
し
て
次
の
よ
う
な

規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

本
自
治
市
で
公
式
の
記
録
・
文
書
・
会
計
簿
を
作
成
、
整
理
し
、
本
自
治
市
の

参
事
会
員
と
登
録
会
員
、
そ
の
多
数
が
承
認
し
た
書
記
は
、
二
人
委
員
に
仕
え
る

べし。

書
記
の
参
事
会
審
査
は
ほ
か
の
都
市
法
に
は
み
ら
れ
な
い
が
、

の
ち
に
詳
し
く

取
り
上
げ
る
、

マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
帝
の
修
辞
学
教
師
を
務
め
た
フ
ロ
ン

ト
が
一
書
館
に
お
い
て
、
北
イ
タ
リ
ア
の
都
市
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
で
書
記
が
「
参

事
会
決
議
に
よ
り
己

2
5
Z
2告白山田」

(
h
s
p
L
F
戸

ω)

任
用
さ
れ
た
こ
と
を

(
お
)

示
唆
し
、
イ
タ
リ
ア
中
部
の
都
市
フ
ル
ギ
ニ
ア
エ
の
一
碑
文
も
、
断
片
的
で
あ
る

が
、
書
記
が
参
事
会
決
議
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
「

-
r
m
A
J
-

f

中
/
ナ
J

し
、
ど
ち
ら
の
事
例
で
も
、
配
属
さ
れ
た
公
職
者
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な

い
)
。
パ

1
セ
ル
が
推
測
す
る
よ
う
に
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
の
状
況
と
イ
ル
ニ
都

市
法
の
規
定
の
あ
い
だ
に
類
似
性
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
書
記
の
任
用
に
お

け
る
参
事
会
審
査
は
、
ヒ
ス
パ
ニ
ア
諸
都
市
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
広
範
囲
の
地

域
で
お
こ
な
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

イ
ル
ニ
で
も
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
付
書
記
の
存
在
が
想
定
さ
れ
う
る
と
す
れ
ば
、
二

人
委
員
付
書
記
に
対
す
る
審
査
の
意
義
は
、

ま
ず
二
人
委
員
の
都
市
法
上
の
位
置

づ
け
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
イ
ル
ニ
都
市
法
の
規
定
に
お
い
て
、
参
事
会

に
対
し
て
議
題
を
提
案
し
、

ま
た
参
事
会
決
議
の
作
成
手
続
き
に
関
与
す
る
こ
と

が
で
き
た
の
が
二
人
委
員
だ
け
で
あ
る
こ
と

(
C
条
・

E
条)、

そ
し
て
ニ
人
委

員
は
財
務
を
担
当
す
る
ク
ア
ヱ
ス
ト
ル
に
対
す
る
裁
量
権
を
有
し
た
こ
と

条
)
か
ら
し
て
、
二
人
委
員
付
書
記
は
、
先
に
み
た
参
事
会
決
議
の
作
成
や
公
式

文
書
へ
の
記
載
、
そ
し
て
ク
ア
エ
ス
ト
ル
と
と
も
に
財
務
に
直
接
関
わ
る
立
場
に

あ
っ
た
た
め
、
特
別
な
制
約
が
課
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

O 

先
の
フ
ロ
ン
ト
書
簡
は
さ
ら
に
、
こ
の
審
査
に
お
い
て
一
定
の
資
格
基
準
が
設

け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
都
市
法

の
規
定
に
よ
っ
て
、
書
記
に
「
参
事
会
員

に
適
格
で
あ
り
う
る
者

2
日
心

E
B
p
n口氏。
5
5
ο
g門ちゅ

5
2
0
F
2
5

(}ぬ討の
O
]
。口町出伶
(
U
O
ロの
C

吋門出
σロ印山口口戸)

8 

円
)
。
由
回
目
こ
と
い
う
条
件
が
求
め
ら
れ
た
と
証
言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
フ
ロ
ン
ト

の
記
述
に
規
定
の
具
体
的
内
容
は
示
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
参
事
会
員
の
資
格

と
し
て
一
般
的
に
挙
げ
ら
れ
る
、
年
齢
、
所
定
額
の
財
産
所
有
、
出
生
自
由
身
分

な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
書
記
を
参
事
会
員
職
の
有
資
格
者
に
限
定
す
る
コ
ン
コ
ル

デ
ィ
ア
都
市
法
の
規
定
は
、
パ

l
セ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
書
記
職
か
ら
「
卑

し
い
平
民
」
を
排
除
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
注
目
し

た
い
の
は
書
記
の
候
補
者
と
な
る
参
事
会
員
職
の
有
資
格
者
の
存
在
で
あ
る
。
ア

プ
ラ
メ
ン
コ
は
出
生
自
由
身
分
の
皇
帝
礼
拝
委
員
が
確
認
さ
れ
る
地
域
に
お
け

る
、
参
事
会
定
数
を
超
え
る
富
裕
な
出
生
自
由
人
の
存
在
を
想
定
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
彼
が
こ
の
よ
う
な
地
域
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
が
、

デ
ィ
ア
も
含
ま
れ
る
北
イ
タ
リ
ア
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
状
況
の
な
か

コ
ン
コ
ル



俊行)ローマ帝政前期における諸都市の書記 (scribae) (本間

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
で
は
、
参
事
会
員
以
外
の
富
裕
な
出
生
自
由
人
を
罷
先
的

に
書
記
に
任
用
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
上
記
の
規
定
が
設
け
ら
れ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
イ
ル
ニ
都
市
法
の
規
定
に
は
二
人
委
員
付
書
記
の
資
格
に
関
す
る

ま
た
コ
ム
ム
の
書
記
が
正
式
な
参
事
会
員
職
で
は
な
く
、
そ
の
身

で、言
及
は
な
く
、

る分
規標
定章
がを
通認
用め
しら
てれ
いた
ただ
とけ
指で
摘あ
きる
れBた
、め

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
都
市
法
と
は
異
な

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
都
市
法
の
規
定
が

r
般
的
で
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
は
書
記
が
一

定
の
社
会
的
信
用
や
資
産
を
有
す
る
よ
う
な
人
び
と
か
ら
選
ば
れ
て
い
た
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
る
。

第

与Z

文
学
史
料
に
お
け
る
書
記

下
僚
は
公
職
(
日
品
目
的
門

E
吉
田
)
と
の
比
較
で
、
し
ば
し
ば
社
会
的
な
不
名
誉

を
伴
う
役
職
で
あ
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
局
知
の
と
お
り
、
公
職
者
は
、
無

給
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
大
き
な
財
政
的
負
担
を
求
め
ら
れ
た
が
、
そ
の
代
わ

り
に
特
権
や
名
誉
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
公
職
に
就
く
こ
と
が
で
き
た
の

は
、
負
担
を
担
い
う
る
だ
け
の
財
産
を
も
ち
、

そ
れ
と
と
も
に
同
胞
市
民
か
ら
声

望
が
認
め
ら
れ
、

ま
た
公
職
に
伴
う
声
望
を
求
め
る
、

い
わ
ゆ
る
名
望
家
と
呼
ば

れ
る
人
び
と
で
あ
っ
た
。
下
僚
と
併
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
皇
帝
礼
拝
委
員
が
多

く
の
注
目
を
集
め
て
い
る
理
由
の
一
つ
も
、
こ
の
よ
う
な
名
望
家
的
側
面
に
あ
る

と
い
え
る
。
皇
帝
礼
拝
委
員
職
は
公
職
と
同
じ
く
顕
職

2
8
2
)
と
呼
ば
れ
、

特
別
な
装
束
や
標
章
(
吉
宮

3
0
g
g
λ
2
3
)
を
も
ち
、
就
任
金

(
5
5
m

の
支
払
い
な
ど
の
財
政
的
寄
与
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

y
o
ロC
吋山

HaU)

に
対
し
、
下
僚
職
は
む
し
ろ
実
務
的
な
下
級
役
人
と
し
て
の
性
格
が
強
く
、

な
ら
ず
都
市
の
公
金
か
ら
給
与
を
受
け
散
る
た
め
、
「
賃
金
労
働
者
」
と
し
て
の
の
み

偏
見
に
晒
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。
ジ
ョ
ル
チ
ヱ
ツ
リ
・
ベ
ル
サ

l
ニ
や
パ

i

セ
ル
は
、
社
会
上
層
の
下
僚
に
対
す
る
蔑
視
、
そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
下
僚
の
社
会

的
上
昇
の
困
難
を
指
摘
し
て
い
る
。

文
学
史
料
か
ら
指
摘
さ
れ
る
書
記
に
関
す
る
評
価
の
一
つ
は
、
「
賃
金
労
働
者

5
2
2ロロ
m
E
g」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
下
僚
と
給
与
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

給
与
規
定
を
記
し
た
都
市
法
な
ど
の
法
的
性
格
を
も
っ
史
料
を
は
じ
め
と
し
て
、

複
数
の
史
料
に
一
言
及
が
あ
る
が
、
下
僚
を
明
確
に
「
賃
金
労
働
者
」
と
表
現
し
て

い
る
の
は
、
共
和
政
末
期
の
伝
記
作
家
コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ネ
ポ
ス
で
あ
る
。
彼
は

マ
ケ
ド
ニ
ア
王
国
の
重
臣
エ
ウ
メ
ネ
ス
の
伝
記
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
し
て

い
る
。

9 

そ
れ
ゆ
え
、
[
フ
ィ
リ
ツ
ポ
ス
二
世
は
〕
彼
[
ヱ
ウ
メ
ネ
ス
]
を
書
記
の
立
場

で
手
元
に
置
い
た
。
こ
の
立
場
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
の
も
と
で
は
、
ロ
ー
マ
人
の
も

と
よ
り
も
は
る
か
に
名
誉
一
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
我
わ
れ
の
も
と
で
は
、
実
際
に

そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
書
記
は
賃
金
労
働
者
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼

ら
〔
ギ
リ
シ
ア
人
]
の
も
と
で
は
反
対
に
、
名
誉
あ
る
地
位
に
あ
っ
て
、
誠
実
さ

と
熱
意
が
認
め
ら
れ
な
い
限
り
、
こ
の
職
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
[
書
記
は
]
必
然
的
に
す
べ
て
の
政
策
に
関
与
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ

る
。
(
話
弧
内
は
筆
者
)

ロ
!
マ
社
会
、

と
り
わ
け
そ
の
エ
リ
ー
ト
層
に
お
い
て
、
賃
金
労
働
は
自
由
人

の
体
面
を
汚
す
も
の
と
し
て
軽
視
さ
れ
た
。
ネ
ポ
ス
の
同
時
代
人
で
あ
る
キ
ケ
ロ

に
よ
れ
ば
、
「
賃
金
は
隷
属
状
態
の
保
証
金

5
2
2∞
山
口
の
件
。
吋
∞
ロ
jH
ぬ
ロ
ダ
M
H
M
M

∞
ぬ
吋
p
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〈一昨丘町田」

(
s
q・-温品一
Y
Z
C
)

で
あ
り
、
労
働
の
対
価
と
し
て
報
酬
を
受
け
取
る

こ
と
は
、
一
雇
用
者
に
対
し
て
奴
隷
の
よ
う
な
従
属
的
立
場
に
立
つ
こ
と
を
含
意
し

ロ
・
カ
ツ
シ
ョ
は
、
下
探
が
「
奴
隷
制
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
に
お
い
て
、
奴
隷
労
働
と
河
じ
水
準
に
寵
か
れ
た
」
と
指
摘
し
、
ジ
ヨ
ル

た
の
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、

チ
ェ
ッ
リ
・
ベ
ル
サ

l
ニ
は
こ
の
見
方
が
諸
都
市
の
下
密
に
も
該
当
す
る
と
し
て

い
る
。パ

i
セ
ル
は
、
共
和
政
期
に
お
け

民
で
あ
り
な
が
ら
、
貴
族
が
占
有
す
る
知
識
に
接
近
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
が
で

き
、
そ
し
て
そ
れ
を
利
用
し
て
エ
リ
ー
ト
に
と
っ
て
許
容
し
え
な
い
逸
脱
し
た
社

の
逸
話
か
ら
、

ロ
!
マ
の
書
記
は
平

会
的
上
昇
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
し
て
、
都
市
法
に
お
け
る
参

事
会
審
査
と
服
務
宣
誓
も
、
こ
の
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
て
い

る
。
し
か
し
パ

l
セ
ル
の
議
論
は
基
本
的
に
共
和
政
期
の
ロ
!
マ

に
関
す
る

も
の
で
あ
り
、

さ
ら
に
彼
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
治
世
(
前
一
一
年
)

の
国
庫
業
務

の
制
度
的
・
社
会
的
な
位
置
づ
け
の
変
化
を
指
摘
し
て

に
関
す
る
知
見
が
、
帝
政
前
期
の

いの
るき改
。革

そ以
の降
たの
め

共
和
政
期
の
ロ

てず

諸
都
市
の
書
記
を
理
解
す
る
た
め
に
有
益
で
あ
る
か
否
か
疑
問
が
あ
る
。

諸
都
市
の
書
記
に
関
す
る
文
学
史
料
と
し
て
、
前
章
で
も
取
り
上
げ
た
、

コ
ン

コ
ル
デ
ィ
ア
の
書
記
を
め
ぐ
る
フ
ロ
ン
ト
の
書
簡
が
挙
げ
ら
れ
る
。
二
世
紀
中
葉

に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
こ
の
史
料
は
、
書
記
職
が
参
事
会
員
身
分
へ
の
社
会
的
上

昇
の
経
路
と
な
り
え
た
こ
と
と
同
時
に
、

そ
れ
が
屈
難
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
証
拠
と
評
値
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
は
問
題
と
な
る
、

コ
ン
コ
ル
一
ア
ィ
ア

の
書
記
ウ
オ
ル
ム
ニ
ウ
ス
・
セ
レ
ヌ
ス
を
め
ぐ
る
事
件
の
概
要
に
つ
い
て
ま
と
め

て
お
き
た
い
。
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
・
セ
レ
ヌ
ス
は
、
何
ら
か
の
犯
罪
行
為
(
そ
れ

が
何
で
あ
る
の
か
、

フ
ロ
ン
ト
は
言
及
し
て
い
な
い
)

さ

に
関
し
て
有
罪
宣

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
か
ら
五
年
間
の
追
放
刑
に
処
さ
れ
、
同
時
に
参
事
会
か
ら

も
除
籍
さ
れ
た
。
こ
の
追
放
期
間
は
漸
次
短
縮
さ
れ
、
や
が
て
追
放
処
分
も
解
か

ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
は
参
事
会
へ
の
復
職
を
希
望
す
る
も
、

n れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
れ
は
参
事
会
の
反
対
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
は
復

職
を
求
め
て
首
都
長
官
Q
・
ロ
ッ
リ
ウ
ス
・
ウ
ル
ピ
ク
ス
の
法
廷
に
訴
え
出
る

が
、
首
都
長
官
は
審
理
を
お
こ
な
わ
な
い
ま
ま
死
去
し
て
し
ま
い
、
審
理
は
地
方

裁
判
官
(
山
口
ユ

&
2印
)
の
も
と
に
移
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

一方、

ウ
ォ
ル
ム

一
一
ウ
ス
の
訴
訟
に
つ
い
て
聞
い
た
フ
ロ
ン
ト
は
、
裁
判
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ

た
地
方
裁
判
官

C
・
ア
ッ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
に
書
簡
を
送
り
、
「
一
種
の

弁
護
活
動
古
川
お
巳
m
E
S
S
E
-
n防
止
。
」
を
お
こ
な
う
と
断
っ
た
う
え
で
、

ウ
オ

ル
ム
一
一
ウ
ス
の
参
事
会
復
職
を
支
持
す
る
主
張
を
展
開
し
て
い
く
。

10 

注
目
さ
れ
る
の
は
、

フ
ロ
ン
ト
は
こ
の
主
張
の
一
環
と
し
て
、

コ
ン
コ
ル
一
ア
イ

ア
都
市
法
の
書
記
に
関
す
る
規
定
と
、
岡
市
に
お
け
る
書
記
の
状
況
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
笛
所
で
あ
る
が
、
前
後
の
記
述
も

含
め
て
再
び
挙
げ
て
お
き
た
い
。

ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
が
私
に
提
示
し
た
こ
と
を
、
す
べ
て
提
示
し
て
み
ま
す
。
そ

し
て
向
特
に
、
各
点
が
真
実
で
あ
る
か
否
か
、
尋
ね
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
。
コ

ン
コ
ル
デ
ィ
ア
鑓
民
市
の
法
に
よ
り
、
参
事
会
員
に
適
格
で
あ
り
う
る
者
で
な
け

れ
ば
書
記
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
、
と
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
す
ね
?
以
前
に

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
の
公
的
な
書
記
職
に
就
い
て
い
た
者
全
員
が
参
事
会
員
な
の
で

す
ね
?
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
は
参
事
会
決
議
に
よ
り
書
記
と
参
事
会
員
に
選
ば
れ

た
の
で
す
ね
?



俊行)ローマ帝政前期における誇都市の書記 (scribae) (本間

以
上
の
記
述
は
、

フ
ロ
ン
ト
が
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
か
ら
聞
い
た
事
実
に
つ
い
て

ア
ッ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
に
確
認
す
る
と
い
う
文
脈
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ

り
、
実
際
は
事
実
に
反
し
て
い
る
可
能
性
は
完
全
に
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
そ

こ
ま
で
懐
疑
的
に
な
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
か
ら
、
コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア

で
書
記
に
就
任
す
る
た
め
に
は
参
事
会
員
に
求
め
ら
れ
る
何
ら
か
の

(
あ
る
い
は

全
く
同
等
の
)
資
格
を
充
た
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、

ま
た
そ
の
結
果
と

し
て
、

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
で
は
書
記
が
実
際
に
参
事
会
に
加
入
し
て
い
た
こ
と
が

読
み
取
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
訴
訟
か
ら
、
書
記
が
参
事
会
へ
の
昇
格
を
果
た
す
こ
と

に
は
、
参
事
会
側
の
反
発
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、

ジ
ヨ
ル
チ
エ
ツ
リ
・
ベ
ル
サ

l
ニ
は
下
僚
が
「
賃
金
労
働
者
」
と

し
て
の
偏
見
を
免
れ
な
か
っ
た
と
指
摘
し
た
う
え
で
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
と
し

て
、
こ
の
ウ
オ
ル
ム
ニ
ウ
ス
訴
訟
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
例
を
合

め
、
「
賃
金
労
働
者
」
と
し
て
の
書
記
の
立
場
に
つ
い
て
、

げ
て
い
る
の
は
パ
!
セ
ル
で
あ
る
。

よ
り
詳
縮
に
取
り
上

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、

パ
l
セ
ル
の
主
な
考
察
対
象
は
共
和
政
期
ロ
!
マ
の

で
あ
る
が
、
こ
の
ウ
オ
ル
ム
ニ
ウ
ス
訴
訟
に
つ
い
て
も
論
究
し
つ
つ
、
次
の

よ
う
な
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
書
記
は
「
賃
金
労
働
者
」
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
卑
し
い
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公

文
書
と
い
う
都
市
行
政
の
重
要
な
部
門
を
担
当
し
、

そ
の
知
識
に
よ
っ
て
社
会
的

た上
、昇

e訟を
果
た
す

と

は

エ
リ
!
ト
麗
に
と
っ
て
許
し
が
た
い
こ
と
で
あ
っ

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
解
釈
に
は
疑
問
が
あ
る
。
第
一
に
、
問
題
の
フ

ロ
ン
ト
書
簡
に
は
欠
損
部
が
多
く
、

ま
た
フ
ロ
ン
ト
は
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
側
の
主

張
や
、

ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
の
た
め
に
お
こ
な
う
自
ら
の
弁
護
を
中
心
に
記
し
て
い

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
参
事
会
側
の
主
張
を
十
分
に
再
構
成
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
書
記
上
が
り
に
対
す
る
参
事
会
の
嬬
見
を

る
た
め
、

主
張
す
る
こ
と
に
は
十
分
な
根
拠
が
な
い
と
い
え
る
。

第
一
一
に
、

ウ
オ
ル
ム
ニ
ウ
ス
の
主
張
を
み
る
限
り
、
参
事
会
復
職
へ
の
要
求
に

お
い
て
、
彼
は
書
記
と
い
う
経
歴
が
決
し
て
不
利
に
作
用
す
る
と
は
考
え
て
い
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ウ
オ
ル
ム
ニ
ウ
ス
は
、
自
ら
が
参
事
会
員
と
し
て
認
め
ら

れ
る
こ
と
を
正
当
と
す
る
根
拠
と
し
て
、

四
五
年
間
に
わ
た
っ
て
参
事
会
員
と
し

て
の
待
遇
を
受
け
て
い
た
こ
と
、
参
事
会
員
職
の
就
任
金
を
支
払
っ
た
こ
と
、
参

事
会
員
と
し
て
の
義
務
(
食
糧
に
関
す
る
使
節
)
を
引
き
受
け
た
こ
と
を
主
張

し
、
章
一
回
記
職
就
任
も
こ
の
文
脈
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
書
記
職
に
関
す
る
ウ
オ
ル

11 

ム
ニ
ウ
ス
の
主
張
は
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
は
参

事
会
員
職
の
適
格
者
が
選
ば
れ
る
書
記
職
に
正
式
に
選
出
さ
れ
、

そ
れ
ゆ
え
参
事

会
員
に
選
出
さ
れ
る
資
格
が
認
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
実
援
に
参
事
会
決
議
に

よ
っ
て
参
事
会
員
に
加
え
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
彼
の
主
張
を
要
約
す
れ
ば
、

で
あ
っ
た
が
参
事
会
員
と
し
て
認
め
ら
れ
る
」
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、

で
あ
っ
た
ゆ
え
に
参
事
会
員
と
し
て
も
認
め
ら
れ
る
」
と
す
る
の
が
妥
当

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ゆ
え
に
フ
ロ
ン
ト
も
ア
ッ
リ
ウ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
ヌ
ス
に
対

四
五
年
後
に
彼
が
参
事
会
員
で
あ
る
か
否
か
を
疑
う
の

か
つ
て
書
記
で
あ
り

(
A
E
R
ユσ
μ
p
q
x
)、
参
事
会
員
職
ゆ
え
に

金
銭
を
支
払
い
、
参
事
会
員
の
特
典
を
享
受
し
、
義
務
を
果
た
し
た
彼
で
あ
る

の
に
?
」
と
問
い
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
少
な
く

し
、
「
な
ぜ
あ
な
た
は
、

で
す
か
?
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と
も
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
自
身
に
と
っ
て
、
書
記
と
い
う
経
歴
は
、
参
事
会
復
職
を

求
め
る
う
え
で
不
利
に
働
く
も
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
主
張
に
お
け
る
論
拠

の
一
つ
を
構
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

フ
ロ
ン
ト
が
強
調
す
る
の
は
、
書
記
で
あ
っ
た
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
が
、
正
式
に

参
事
会
員
に
選
出
さ
れ
、
就
任
金
を
支
払
っ
た
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま

た
、
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
に
対
す
る
参
事
会
の
拒
絶
は
、
別
の
理
由
に
よ
っ
て
説
明

さ
れ
う
る
も
の
で
あ
る
。
俸
給
の
受
け
取
り
が
も
た
ら
す
偏
見
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
は
触
れ
て
い
な
い
も
の
の
、

ジ
ヤ
ツ
ク
は
こ
の
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
訴
訟
を
、

彼
が
有
罪
を
宣
告
さ
れ
た
参
事
会
員
で
あ
っ
た
と
い
う
点
か
ら
取
り
上
げ
、
参
事

会
の
定
員
数
の
安
定
的
確
保
を
望
む
皇
帝
政
府
の
意
向
に
反
し
て
、
参
事
会
は
白

ら
の
体
面
を
汚
す
よ
う
な
人
物
を
同
僚
に
迎
え
入
れ
る
こ
と
を
厭
う
よ
う
に
な
っ

た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
指
摘
に
し
た
が
え
ば
、

一
つ
の
仮
説
と
し
て
、
参
事

会
に
と
っ
て
、
犯
罪
者
の
熔
印
を
押
さ
れ
た
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
・
セ
レ
ヌ
ス
を
同

僚
と
し
て
迎
え
る
こ
と
は
認
め
が
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
考
え
ら
れ
る
の

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
参
事
会
が
ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
の
復

職
を
拒
否
し
た
理
由
と
し
て
、
参
事
会
が
書
記
を
「
賃
金
労
働
者
」
と
し
て
蔑
視

で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、

し
て
い
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。

日
弟
三
音
十

碑
文
史
料
か
ら
み
る
書
記

本
章
で
は
最
初
に
、
諸
都
市
の
書
記
に
関
す
る
史
料
状
況
、
書
記
諸
個
人
に
関

連
す
る
碑
文
(
主
に
墓
碑
銘
や
奉
献
碑
)
の
同
定
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
書
記
に
関
す
る
碑
文
史
料
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
リ

i
ベ
ナ
ム
に
よ
っ
て

ま
と
め
ら
れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
原
則
と
し
て
こ
の
一
覧
を
も
と
に
し
て
い
る

が
、
そ
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
史
料
の
追
加
だ
け
で
な
く
、
以
下
の
よ
う
な
史
料
的

問
題
を
踏
ま
え
て
独
自
の
整
理
を
お
こ
な
っ
た
。

ま
ず
、
確
実
に
諸
都
市
の
下
僚
と
し
て
の
書
記
と
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
役
職
に
都
市
名
を
冠
し
た
事
例
、
二
人
委
員
付
の
事
例
、
「
公
的
な
書
記
」

「
都
市
の
書
記
」
と
称
し
て
い
る
事
例
、
オ
ス
テ
ィ
ア
の
特
徴
的
な
下
僚
の
名
称

(印

2
5
ω
2
5江
戸
少
∞
ロ
ュ

E
5
5門
吉
印
)
を
も
っ
事
例
、
あ
る
い
は
参
事
会
決
議

で
言
及
さ
れ
る
か
公
職
者
と
併
記
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
。

問
題
は
特
別
な
形
容
匂
を
も
た
な
い

(印。ユ
σω

の
場
合
で
あ
る
。
こ
の

場
合
、

そ
れ
が
都
市
の
下
僚
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
私
人
に
一
履
わ
れ
た
書
記
で

あ
る
の
か
、
決
定
的
な
判
断
は
難
し
い
。
リ
ー
ベ
ナ
ム
の
一
覧
に
は
こ
の
よ
う
な

書
記
も
含
ま
れ
、

そ
の
一
部
は
文
脈
か
ら
公
的
な
書
記
と
考
え
ら
れ
る
事
例
も
あ

12 

る
が
、

そ
う
で
な
い
場
合
に
は
私
的
な
書
記
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
ま
た
逆
に
、

リ
ー
ベ
ナ
ム
の
一
覧
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

の
な
か
に
、

公
的
な
書
記
が
い
る
可
能
性
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
私
人
が
口

述
筆
記
や

の
複
写
を
お
こ
な
う
際
に
用
い
る

は
、
主
に
ロ

σ52

ュ5
と
い
う
名
称
で
表
現
さ
れ
、
印

2
5
m
の
名
称
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
「
と

て
も
ま
れ
で
あ
る
」
と
い
う
コ
ル
ネ
マ
ン
の
指
摘
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
の
多
く
が

公
的
な
書
記
で
あ
っ
た
と
仮
定
し
て
も
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
本
一
橋
で
は
書
記

に
関
す
る
碑
文
を
便
宜
的
に

(A)
明
ら
か
に
公
的
な

記
で
あ
る
事
例
と

そ
れ
以
外
の
書
記
に
関
す
る
碑
文
に
分
け
た
。
以
上
の
結
果
得
ら
れ
た
史

料
は
、

(
A
)
五
一
枚
、

(B)
二
六
枚
の
計
七
七
枚
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
書
記
個
人
に
関
係
す
る
碑
文
は
大
部
分
が
墓
碑
銘
か
奉
献
碑
で
あ

(B) 
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り
、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
は
、
彼
ら
の
名
前
と
肩
書
、

と
き
に
年
齢
や
家
族

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
法
的
地
位
に
関
し
て
み
れ
ば
、
父
名
表
記

(
向
山
口
山
片
山
(
)
ロ
)

や
公
職
就
任
か
ら
明
ら
か
に
出
生
自
由
人
で
あ
る
と
判
艇
で
き
る

者
は
、
六
九
名
中
三
三
名
(
四
一
ニ
名
中
一
九
名

(
A
)
、
二
六
名
中

四
名

(B)) 
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
の
一
一
一
六
名
の
な
か
に
は
、
後
述
す
る
参
事
会
員
標
章

の
授
与
や
皇
帝
礼
拝
委
員
職
就
任
か
ら
被
解
放
自
由
人
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る

者
が
お
り
、
ま
た
父
名
表
記
の
欠
如
は
被
解
放
自
由
人
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
少
な
く
と
も
半
数
弱
が
出
生
自
由
人
で
あ
る
こ
と

は
、
ロ
ー
マ
書
記
と
同
様
の
傾
向
で
あ
る
。

諸
都
市
の
下
僚
の
経
済
状
況
に
関
す
る
情
報
は
限
ら
れ
て
い
る
。
ド
ミ
テ
ィ
ア

ヌ
ス
帝
期
に
、
禁
止
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業
を
お
こ
な
う
ロ

l
マ
の

ク
ア
エ
ス
ト
ル
付
書
記
が
問
題
と
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
彼
ら
の
な
か
に
何
ら
か
の

事
業
を
営
む
者
が
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

で
は
組
合
所
属
者
が
確
認
さ
れ
る
が
、
全
員
が

F
耳
一
昨
日
向
ロ
ロ
買
に
組
合
に
所
属
し

(ω
ロ
2
・
U
Gさ
・
少

ω)
。
オ
ス
テ
ィ
ア

そ
の
う
ち
一
名
(
〉
宗
)
が
さ
ら
に
パ
ン
製
造
業
者
組
合

に
も
所
属
し
て
い
る
。

Eσ
吋
目
立
ぬ
ロ

g
Z組
合
へ
の
所
属
が
職
業
活
動
を
表
す
証

拠
と
な
ら
な
い
と
い
う
出
積
で
の
筆
者
の
指
摘
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
こ
か
ら
彼
ら

(KFE唱
〉

Ev
〉円。)、

の
職
業
活
動
を
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
ず
、
職
業
活
動
と
し
て
指
摘
で
き
る
の

は
、
パ
ン
製
造
業
者
の
一
名
だ
け
で
あ
る
。

メ
デ
ィ
オ
ラ
ヌ
ム
の
断
片
的
な
碑
文

れ
も
暫に
釆お

l子け

Eる
れ cc
る g
か6Ci'
も E
しき
れ F
な ρ
(プ"通
し)13:1寸

(∞H
H
)
 

の
一
部
を
な
す
の
で
あ
れ
ば
、

ま
た
、
職
業
活
動
で
は
な
い
が
、
サ

ロ
ナ
エ
の
あ
る
書
記
(
〉
ω
∞)
は
軍
団
退
役
兵
で
あ
っ
た
。

書
記
の
財
産
規
模
は
ど
の
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

オ
ス
テ
ィ
ア

の
二
名
の
書
記
(
〉

5
・
〉
忌
)

は
都
市
に
対
し
て
五
万
セ
ス
テ
ル
テ
ィ
ウ
ス
を

お
こ
な
っ
て
お
り
、

か
な
り
の
資
産
家
で
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
れ
に
対

し
て
、
剣
闘
士
競
技
と
金
銭
分
配
を
提
供
し
た
カ
レ
ス
の
ウ
ィ
ト
ラ
シ
ウ
ス
・
シ

ル
ウ
ェ
ス
テ
ル

(
〉
お
)

に
関
し
て
は
、

そ
の
行
為
が
「
財
産
規
模
を
超
え
る
」

も
の
と
表
現
さ
れ
、
彼
の
資
産
が
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る

た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
彼
が

で
あ
る
か
否
か
は
確
実
で
は
な

以
下
で
は
、
書
記
職
に
加
え
て
ほ
か
の
経
歴
が
記
さ
れ
て
い
る
事
例
か
ら
、

記
就
任
者
の
社
会
的
実
態
に
つ
い
て
み
て
い
き
た
い
。

(
1
)
公
職
・
参
事
会
員
職

公
職
や
参
事
会
員
職
へ
の
就
任
を
果
た
し
た
事
例
に
つ
い
て
、

イ
タ
リ
ア
で
は

l3 

次
の
五
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
前
一
世
紀
(
お
そ
ら
く
共
和
政
末
期
に
属
す

る
)
に
年
代
特
定
さ
れ
る
ア
ク
イ
レ
イ
ア
の
碑
文
(
∞
ど
に
は
、

R1σω

「

(γ

仏

2
・
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

R
ユぴ
m
H
]
(
5
3ユロ印
)

w

心

(
c
m
g
Z吋)
u

(

同
ゅ
の
(
口
氏
。
)

さ
ら
に
参
事
会
員
に
就
任

し
た
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
次
に
、
ミ
ン
ト
ゥ
ル
ナ
エ
の
断
片
的
な
碑
文

と
読
ま
れ
、
あ
る
書
記
が
ク
ア
エ
ス
ト
ル
職
を
経
て
、

(切
H
N
)

も
、
あ
る
書
記
が
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
を
務
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま

た

ベ
ネ
ウ
ェ
ン
ト
ゥ
ム
の

M
・
ガ
ウ
ィ
ウ
ス
・
サ
ピ
ヌ
ス

(
∞
吋
)
は
、
ア
ヱ

デ
ィ
リ
ス
職
と
プ
一
フ
エ
フ
ェ
ク
ト
ゥ
ス
・
フ
ア
ブ
ル
ム
職
を
務
め
話
。
最
後
に
ネ

ア
ポ
リ
ス
で
は
「
書
記
を
務
め
る
参
事
会
員
」
も
確
認
さ
れ
る

(EH)。
神
宮

(
日

)
Oロ
丘
町
内
叩
凶
)

と
都
市
金
庫
の
監
督
者

(
2
3円
2

2吋
旬
以
)
を
務
め
た
メ
デ
イ

オ
ラ
ヌ
ム
の
書
記
も
こ
こ
に
加
え
ら
れ
る
。
神
官
は
一
般
的
に
高
位
の
人
物
が
就
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任
す
る
役
職
で
あ
り
、
参
事
会
員
身
分
へ
の
昇
格
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
同
等
の
地

位
を
得
て
い
た
事
例
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

パ
ン
ノ
ニ
ア
と
ダ
キ
ア
の
二
枚
の
碑
文
か
ら
参
事

会
員
身
分
へ
の
昇
格
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
パ
ン
ノ
ニ
ア
の
都
市
イ
ア
シ

属
州
諸
都
市
に
関
し
て
は
、

(
∞
品
)

で
は
、
「
書
記
、
参
事
会
員
、

四
人
委
員
」
と
い
う
経
歴
を
辿
っ
た
人
物

の
墓
碑
銘
が
残
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、
ダ
キ
ア
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た

サ
ル
ミ
ゼ
ゲ
ト
ゥ
サ
の
次
の
碑
文
(
〉
ω
φ
)

で
あ
る
。

リ
ベ
ル
・
パ
テ
ル
・
ア
ウ
グ
ス
ト
ウ
ス
へ
の
祭
記
。
植
民
市
の
参
事
会
員
、

ク
ア
エ
ス
ト
ル
で
あ
る
L
・
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
・
マ
ル
ク
ス
が
、
敵
の
攻
撃
で
破
壊

さ
れ
た
居
間
(
ロ
5
5
z
一
目
)
っ
き
柱
廊
を
、
書
記
職
就
任
ゆ
え
に
、
参
事
会
の
許

可
に
基
づ
き
修
復
し
(
問
。

以
上
に
挙
げ
た
事
例
の
い
く
つ
か
に
関
し
て
は
、
書
記
職
が
公
職
階
梯

(2吋1

(
出
)

∞g
v
cロ。
2
5
)
の
一
部
に
組
み
込
ま
れ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
パ
ツ
ラ
は
書
記
職
が
「
公
職
」
化
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。
先
に
挙
げ

た
サ
ル
ミ
ゼ
ゲ
ト
ゥ
サ
の
事
例
で
は
、
す
で
に
参
事
会
員
で
あ
り
、
ク
ァ
エ
ス
ト

ル
も
務
め
た
人
物
が
書
記
に
任
用
さ
れ
、
さ
ら
に
書
記
職
就
任
を
理
屈
に
、
参
事

会
決
議
に
基
づ
き
柱
廊
の
修
復
費
用
を
負
担
し
て
い
る
。
公
職
者
は
法
的
・
慣
例

的
に
、

そ
の
就
任
に
際
し
て
金
銭
の
支
払
い
、
見
せ
物
の
開
催
、
公
共
建
築
物
の

建
設
や
修
短
な
ど
の
財
政
的
寄
与
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。

L
・
ア
プ
レ
イ
ウ
ス
・

マ
ル
ク
ス
が
書
記
職
就
任
に
際
し
て
お
こ
な
っ
た
柱
廊
修
復
も
、
こ
れ
と
詞
様
の

行
為
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、

パ
ッ
ラ
も
述
べ
る
よ
う
に
、
以
上
の

事
例
か
ら
書
記
が
一
般
的
に
公
職
化
し
た
と
ま
で
結
論
づ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、

「
地
域
的
特
殊
性
」
と
考
え
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

こ
の
「
地
域
的
特
殊
性
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
碑
文
の
年
代

特
定
を
め
ぐ
っ
て
は
議
論
が
あ
る
が
、

サ
ル
ミ
ゼ
ゲ
ト
ゥ
サ
の
事
例
に
つ
い
て
、

パ
ッ
ラ
は
マ
ル
コ
マ
ン
ニ

l
戦
争
に
先
立
つ
「
蛮
族
」

の
侵
略
に
よ
る
混
乱
(
た

と
え
ば
都
市
の
財
政
難
)
に
よ
る
臨
時
的
措
量
で
あ
っ
た
と
想
定
し
て
い
る

記
が
修
復
し
た
の
が
「
敵
の
攻
撃
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
」
柱
廊
で
あ
る
こ
と

が
、
こ
の
推
測
を
支
持
し
て
い
る
)
。
ネ
ア
ポ
リ
ス
で
は
、
書
記
に
対
し
て
参
事

会
が
特
別
な
配
慮
(
葬
儀
に
お
け
る
使
宜
)
を
示
し
て
お
り
(
〉
己
)
、
書
記
一

般
が
寵
遣
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ギ
リ
シ
ア
文
化
の
影
響
に
よ
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

(
2
)
参
事
会
員
標
章

正
式
な
参
事
会
員
の
一
員
と
は
な
ら
な
い
も
の
の
、
参
事
会
に
よ
っ
て
そ
の
身

14 

分
標
章

(
0
3
m
g
g
g
骨
2
氏
。
白
山
口
ωー
)
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
が
確
実
な

は
、
二
名
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、
断
片
的
な
が
ら
、
コ
ム
ム
の
碑
文
(
〉
ご
か

ら
は
、
あ
る
書
記
が
六
人
委
員
職
を
務
め
、
参
事
会
員
標
章
が
授
与
さ
れ
た
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。
次
に
、
二
世
紀
後
半
に
オ
ス
テ
ィ
ア
の
書
記
(
印
2
5
ω

日

σ門
知
1

M
-
リ
キ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ウ
ァ
ト
ゥ
ス

会
員
標
章
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。
参
事
会
員
標
章
が
授
与
さ
れ
た
人
物
は
一
般

に
、
参
事
会
か
ら
都
市
に
対
す
る
貢
献
を
認
め
ら
れ
た
が
、
正
式
に
参
事
会
に
加

と
り
わ
け
参
事
会
加
入
が
法
的
に
禁
じ
ら
れ
た
被
解
放
自
出

ユ
ロ
印
)
を
務
め
た
、

(
〉
広
)
も
、
参
事

入
で
き
な
い
人
物
、

人
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
少
な
く
と
も
コ
ム
ム
と
オ
ス
テ
ィ
ア
の
書

記
の
事
例
に
関
し
て
も
、
彼
ら
が
被
解
放
自
由
人
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
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いヲ
hv

。

明、、f
-

J

、

7
7
L
 ど
ち
ら
の
事
例
に
お
い
て
も
法
的
地
位
(
出
生
自
由
人
か
被
解

放
自
由
人
か
)

は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
、
同
定
に
は
問
題
が
あ
る
も
の
の
、

カ
レ
ス
の
ウ
ィ
ト
ラ
シ

ウ
ス
・
シ
ル
ウ
ェ
ス
テ
ル

は
、
参
事
会
員
標
章
が
認
め
ら
れ
た
書
記
の

(
〉
お
)

一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
碑
文
に
よ
る
と
、
彼
は
自
ら
参
事
会
に
請
願
し
て
、

剣
闘
士
競
技
の
開
催
を
引
き
受
け
た
。
費
用
負
担
の
か
か
る
こ
の
義
務
を
自
発
的

に
負
っ
た
彼
に
対
し
、
参
事
会
は
参
事
会
員
標
章
を
認
め
、
市
民
は
彫
像
建
立
の

名
誉
を
与
え
た
。
そ
の
後
、
シ
ル
ウ
ェ
ス
テ
ル
は
再
び
書
簡
を
送
っ
て
請
願
を
お

こ
な
い
、
「
自
ら
の
財
産
規
模
を
超
え
て
己
昨
日

宮
山
門
(
ロ
ヨ
)
」
自
ら
の
誕
生
日
に
、
市
民
に
対
し
て
金
銭
の
分
配
を
お
こ
な
う
こ

日。門
H
Z
E

E
2
Z
E
2
C
H
H
M
 

と
を
願
い
出
た
。
参
事
会
は
こ
れ
を
認
め
る
と
と
も
に
、
彼
に
以
前
建
て
ら
れ
た

彫
像
の
ム
口
座
に
つ
い
た
碑
文
を
拡
大
し
、
ま
た
彼
の
書
簡
を
「
と
て
も
人
通
り
の

多
い
場
所

B
U
Zス
ユ
50)
吉
の
[
。
]
」
に
公
表
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。
こ
こ
で

興
味
深
い
の
は
、
碑
文
に
記
さ
れ
た
参
事
会
決
議
に
お
け
る
「
彼
は
自
ら
の
賃
金

を
我
ら
の
都
市
と
ほ
ぼ
分
け
合
っ
た
た
め

2
5
2
5
1
R
a念
日
平
田
5
5
2
5

ス
ぬ
)
円
)
(
己
記
片
山
)
ロ
(
O
∞
守
山
)
丘
一
官
。
ロ
σ
宮
-
円
江
苫
∞
〕
」
と
い
う
一
節
で
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の

ら
の
貰
金

E
A
R
a
(
0
5
)吋
吉
川
口
出
〕
」
と
い
う
橋
読
は
、

シ
ノレ

ウ
ェ
ス
テ
ル
を
書
記
と
す
る
想
定
に
基
づ
い
て
い
る
。
こ
の
補
読
に
し
た
が
え

ば
、
先
の
理
由
を
表
す
従
属
文
が
意
味
す
る
の
は
、
彼
が
受
け
取
っ
た
給
与
を
、

(
自
ら
の
利
益
と
す
る
の
で
は
な
く
)
自
ら
の
誕
生
日
の
祝
い
金
と
い
う
か
た
ち

で
都
市
に
還
元
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
参
事
会
は
こ
の
功
績
を
認
め
、
公

式
に
感
謝
す
る
、
あ
る
い
は
彫
像
の
土
台
に
つ
け
ら
れ
た
碑
文
の
拡
張
を
許
可
す

る
決
定
を
お
こ
な
っ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
推
測
が
正
し
け
れ
ば
、
こ
の
碑
文

は
、
自
ら
の
声
望
を
得
ょ
う
と
す
る
書
記
の
関
心
を
証
明
す
る
事
例
と
評
髄
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。

(3)
皇
帝
礼
拝
委
員
、
下
級
投
入
、
組
合

皐
帝
礼
拝
委
員
職
に
就
任
し
た

記
と
し
て
、

イ
タ
リ
ア
で
は
、

コ
ム
ム

(〉吋)、

(〉∞)、

(〉
N
日
)
、

ア
ス
ク
ル
ム

(∞ω)
、

ク
ブ
ル
テ
リ
ア

タ
ウ
リ
ニ

そ
し
て
ア
ス
ク
ル
ム
近
郊
(
∞
品
)

の
五
例
、
属
州
で
は
ア
ク
ア
エ
・
セ
ク
ス

テ
ィ
ア
エ

(〉
N
G
)

の
二
例
が
あ
る
。
た
だ
し
、
二
つ
の

で
は
書
記
職
と
皇
帝
礼
拝
委
員
職
の
就
任
地
は
異
な
っ
て

と
シ
ス
キ
ア
(
〉
ち
)

事
例
(
〉
N
U
u

〉
品
。
)

い
る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、

(
〉
斗
)

は
皇
帝
礼
拝
委
員
職
に

コ
ム
ム
の

加
え
、
参
事
会
員
標
章
を
得
て
い
た
。

ク
ブ
ル
テ
リ
ア
の

(
〉
∞
)
;ま

ニL

ノ
聖
域
の
マ
ギ
ス
テ
ル

(
B
m
w
m
(
山田百円)内山口

-HSOD-∞)
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も
務
め
て
い
た
。
向
じ

よ
う
な
宗
教
的
役
職
と
し
て
、
プ
テ
オ
リ
(
∞
呂
)

で
は
神
殿
番
(
山
丘
町

Z
g
)

へ
の
就
任
も
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、

(
k
r
E
)
 
と
ポ
ン
ペ
イ

オ
ス
テ
ィ
ア

(
∞
〕
主
)

の
参
事
会
員

の
書
記
は
、
都
市
に
従
属
す
る
村
落
(
え
の

gw
℃

m
H
m
Z印
)

や
監
督
者
(
百
品
目
的
古
門
)
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
。
先
述
し
た
よ
う

に
、
オ
ス
テ
ィ
ア
で
は
、
片
山
σユ
片
山
ぬ
ロ

5
門
口
組
合
や
パ
ン
製
造
業
者
組
合
の
所
属

(
弘
め
の

ZHa
円。)

者
が
み
ら
れ
る
が
、

い
ず
れ
も
何
ら
か
の
役
職
を
務
め
て
い
る
。

4 

の
家
族

ス
ル
モ
の
皇
帝
礼
拝
委
員
百
・

0
の
z
i
g
-
y
-
P
H
E
C
)
が
、
同
市
の
書
記

(匂・

0
の門戸〈山口印匂・同
-
M
W
Z
〔・:]山口口印)

の
た
め
に
墓
碑
銘
を
設
置
し
て
い
る

(〉
N
ω
)

。
両
者
の
関
係
は
史
料
上
明
ら
か
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
氏
族
名
を
も



商洋史論集

つ
こ
と
か
ら
、
皇
帝
礼
拝
委
員
(
被
解
放
自
由
人
)
が
、
書
記
(
出
生
自
由
人
)

の
被
解
放
者
か
親
族
(
父
親
か
兄
弟
)
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

息
子
や
孫
が
社
会
的
上
昇
を
果
た
し
た
事
例
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
例
と
し
て

ま
ず
、

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
時
代
の
ポ
ン
ペ
イ
の

記、

A
・
ク
ロ
デ
ィ
ウ
ス

BG)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
の
息
子
、

A
-
ク
ロ
デ
ィ
ウ
ス
・
フ
ラ
ッ
ク
ス
は
、

二
人
委
員
職
を
三
度
務
め

び
に
市
民
に
対
し
て
盛
大
な
見
せ
物
を
提
供
し
た
。
さ
ら
に
、

A
・
ク
ロ
デ
ィ
ウ

ス
の
妻
(
戸
山
田
町
芯
冨
・
ご
と
孫
娘

(
Q
O門
出
凶
〉
・
ご
は
、
ど
ち
ら
も
「
参
事
会

(
一
一
度
自
の
そ
れ
は
五
年
百
二
人
委
員
)
、
就
任
の
た

に
よ
る
公
式
ケ
レ
ス
祭
司

8
2丘
g
七ロ豆一

g
n号
。
吋
目
的
仏
仏
・
」
を
務
め
て
い

た
。
こ
れ
に
加
え
て
、
孫
娘
の
夫
(
?
の
色
町

g
hと
吉
田
)

も
参
事
会
員
で
あ
っ

た。
次
に
、

お
そ
ら
く
二
世
紀
の
中
葉
か
ら
後
半
に
オ
ス
テ
ィ
ア
で
書
記
(
印

25ω

2
5ュ
5
2
5
)辺
門
吉
山
)
を
務
め
た
、

L
・
フ
ァ
ビ
ウ
ス
・
エ
ウ
テ
ュ
ク
ス

(
〉
広
)

ロ
ー
マ
で
高
級
ア
エ
デ
ィ
リ
ス
付
書
記
を
務
め
、
鯖
士
の

オ
ス
テ
ィ
ア
で
は
神
君
ハ
ド
リ
ア
ヌ
ス
祭
司
と
ア
エ

オ
ス
テ
ィ
ア
と
ロ

1
マ
の
書
記
職
を
と
お
し

の
息
子
は
、

称
号
も
得
た
。
さ
ら
に
、

デ
ィ
リ
ス
を
務
め
た
。
こ
こ
に
は
、

た
、
二
世
代
に
わ
た
る
社
会
的
上
昇
の
過
程
が
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、
先
に
挙
げ

は
、
「
参
事
会
員
の
父
で
あ

り
桓
父
、
騎
士
の
父
匂
丘
ユ
ぬ
丹
市
2
0
仏ゅのロユ

c
g
p
℃
え
ュ

z
a
Z
E
M
N
O白
山
富

OB

た
M
・
リ
キ
ニ
ウ
ス
・
プ
リ
ウ
ァ
ト
ゥ
ス

(
〉
民
)

2
5」
と
名
乗
っ
て
お
り
、
護
数
の
患
子
が
参
事
会
員
や
騎
士
に
、

そ
し
て
孫
も

参
事
会
員
身
分
に
到
達
し
た
こ
と
を
誇
示
し
て
い
る
。
最
後
に
、
先
述
し
た
コ
ン

コ
ル
デ
ィ
ア
の
書
記
、

ウ
ォ
ル
ム
ニ
ウ
ス
・
セ
レ
ヌ
ス
の
子
供
(
あ
る
い
は
孫
)

も
、
お
そ
ら
く
ロ

1
マ
騎
士
へ
の
社
会
的
上
昇
を
果
た
し
て
い
た
。

以
上
の
諸
事
例
か
ら
、
書
記
の
ど
の
よ
う
な
人
物
像
が
描
け
る
で
あ
ろ
う
か
。

諸
都
市
の
下
僚
の
な
か
で
参
事
会
員
身
分
へ
の
社
会
的
上
昇
の
事
例
が
確
認
さ
れ

る
の
は
、
書
記
と
腸
占
師
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
腸
占
師
の
社
会
的
上
昇
に
関
し

て
、
ア
ー
ク
は
次
の
よ
う
な
二
種
類
の
説
明
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
腸
占

い
の
発
祥
の
地
で
あ
る
エ
ト
ル
リ
ア
地
方
で
は
、
伝
統
的
に
貴
族
が
こ
の
役
職
を

担
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
地
方
で
腸
占
師
が
参
事
会
員
身
分
に
加
わ
る
こ

そ
れ
以
外
の
地
域
に
関
し
て
は
別
の
解
釈
が
お

と
は
意
外
で
は
な
い
。

そ
し
て
、

こ
な
わ
れ
る
。
予
兆
を
理
解
す
る
知
識
を
有
し
、
そ
れ
を
用
い
て
エ
リ
ー
ト
の
棺

談
役
と
な
り
う
る
腸
点
師
は
、
皇
帝
側
近
の
腸
占
師
の
名
声
も
反
映
し
て
、
名
誉

あ
る
存
在
と
み
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
下
領
職
と
い
う
位
置
づ
け
ゆ
え
に
、
既
存

の
名
望
家
は
腸
占
師
に
就
こ
う
と
せ
ず
、
地
方
政
界
の
「
新
人
」
に
と
っ
て
得
や

す
い
役
職
で
あ
っ
た
。
彼
ら
「
新
人
」
は
腸
占
師
職
を
と
お
し
て
社
会
的
名
声
を

さ
ら
に
一
部
は
社
会
的
上
昇
へ
の
道
を
辿
っ
た
の
で
あ
る
、
と
。
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獲
得
し
、

社
会
的
上
昇
を
果
た
し
た
書
記
の
碑
文
に
、
彼
ら
の
家
柄
に
関
す
る
情
報
は
な

く
、
ア
ー
ク
の
推
論
を
書
記
に
適
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
世
代
間

で
社
会
的
上
昇
を
遂
げ
た
事
例
(
四
)

か
ら
は
、
同
じ
傾
向
を
看
取
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

ポ
ン
ペ
イ
書
記
A
-
ク
ロ
デ
ィ
ウ
ス
と
オ
ス
テ
ィ
ア
の
書
記

L
・
フ
ァ
ピ
ウ

ス
・
エ
ウ
テ
ュ
ク
ス
の
事
例
か
ら
は
、
次
の
ニ
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
第
一
に
、
両

者
は
出
生
自
由
人
で
あ
る
が
、

そ
れ
ぞ
れ
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を
抱
え
て

い
た
点
で
あ
る
o
A
・
ク
ロ
デ
ィ
ウ
ス
は
、

ポ
ン
ペ
イ
が
属
す
る
メ
ネ
ニ
ア
区
で

パ
ラ
テ
ィ
ナ
区
に
所
属
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
ポ
ン
ペ
イ
へ
の
移
住
者

で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、

L
・
フ
ァ
ピ
ウ
ス
・
エ
ウ
テ
ュ
ク
ス
は
、
「
ス

は
な
く
、



俊行)ローマ帝政前期における諸都市の書記 (scribael (本間

プ
リ
ウ
ス
の
息
子
(
∞
匂
・
円
)
」
、

つ
ま
り
非
嫡
出
子
で
あ
っ
た
。
非
嫡
出
子
が
参

事
会
員
に
就
任
す
る
こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
彼
の
参
事
会
加
入
に

と
っ
て
不
利
に
作
用
し
た
か
も
し
れ
な
い
。
第
二
に
、
両
者
が
と
も
に
、
参
事
会

員
身
分
へ
の
昇
格
は
果
た
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
書
記
職
以
外
に
も
何
ら
か
の
役

職
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

A
-
ク
ロ
デ
ィ
ウ
ス
は
書
一
記
職
に
加

え

、

の

マ

ギ

ス

テ

ル

職

(

自

白

松

田

宮

吋

ポ
ン
ペ
イ
に
従
属
す
る
村
落
(
パ
グ
ス
)

円v
m
m
円
門
司
丸
山
久
的
〉
己
m
g
t
)
を
務
め
て
い
た
。

カ
ス
ト
レ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
役

職
は
「
下
級
の
生
ま
れ
で
あ
る
か
、
機
会
の
欠
落
ゆ
え
に
、

正
規
の
公
職
者
に
な

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
物
に
開
か
れ
て
い
た
」
も
の
で
あ
り
、
こ
の
職
に
就

い
た
者
は
建
築
物
へ
の
資
金
提
供
を
お
こ
な
う
な
ど
、
「
い
く
つ
か
の
観
点
で
、

都
市
公
職
者
と
向
等
の
人
物
で
あ
っ
た
」
。
そ
し
て
、

L
・
フ
ァ
ピ
ウ
ス
・
エ
ウ

テ
ュ
ク
ス
は
、
二
種
類
の
書
記
と
先
導
警
吏

2
2
2

民間山口

E
-
E
組
合
長
を
務
め
て
い
た
。
田
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
問
問
ぴ
吋
山
片
山
m
川口己山門戸山

組
合
は
都
市
の
自
発
的
消
防
団
と
し
て
機
能
し
た
団
体
と
し
て
、
一
定
の
社
会
的

地
位
を
求
め
る
人
物
に
開
か
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
幹
部
職
を
務
め
た
こ

と
は
、
彼
自
身
も
都
市
社
会
に
お
け
る
一
定
の
声
明
蕊
を
得
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

。ロユ
ω江
戸
何
回
)

と
貯
ぴ
ユ

い
る
。以
上
の
二
点
か
ら
推
測
さ
れ
る
の
は
、
こ
の
ニ
人
が
社
会
的
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
の
た
め
に
公
職
や
参
事
会
員
職
に
は
手
が
届
か
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
書
記
職
な
ど

の
役
職
に
就
く
こ
と
で
、
本
人
の
世
代
に
お
け
る
社
会
的
地
位
の
向
上
と
そ
れ
を

足
が
か
り
に
し
た
次
世
代
に
お
け
る
社
会
的
上
昇
を
目
指
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
書
記
職
だ
け
に
就
い
た
者
が
多
数
派
を
占

め
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
人
び
と
の
事
例
も
含
め
て
、

人
物
像
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

近
年
の
社
会
史
的
研
究
の
な
か
で
重
規
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、
皇
帝
礼
拝
委
員

や
組
合
の
社
会
的
位
置
づ
け
や
役
割
が
、
諸
地
域
・
諸
都
市
の
社
会
的
・
経
済
的

な
諸
条
件
に
よ
っ
て
変
化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
ア
ブ
ラ
メ
ン
コ
が
イ
タ
リ

ア
の
皇
帝
礼
拝
委
員
の
地
域
的
差
異
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
近
年
、
イ

タ
リ
ア
諸
都
市
の
歴
史
的
展
開
を
論
じ
た
パ
タ
1
ソ
ン
の
議
論
か
ら
、
一
つ
の
展

望
を
得
て
お
き
た
吋
。
幅
広
い
射
程
を
も
っ
彼
の
議
論
全
体
を
紹
介
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
参
事
会
・
皇
帝
礼
拝
委
員
・
組
合
な
ど
の
要
素
の
社
会
的
役
割
や

相
互
関
係
に
関
す
る
分
析
か
ら
、
次
の
二
点
だ
け
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
の
論
点
は
、
都
市
の
担
い
手
の
拡
大
で
あ
る
。

所
有
者
の
所
領
や
村
落
共
同
体
を
擁
す
る
農
業
世
界
に
固
ま
れ
、
こ
の
所
領
や
村

落
は
発
展
す
る
に
つ
れ
て
、
諸
都
市
と
人
的
・
物
的
資
擦
を
め
ぐ
っ
て
争
う
よ
う

に
な
っ
た
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
、
都
市
を
維
持
す
る
た
め
に
は
都
市
住
民
の
共

ロ
ー
マ
の
都
市
は
大
土
地
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属
意
識
を
醸
成
す
る
必
要
が
あ
り
、
祝
宴
や
金
銭
分
配
が
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ

た
。
と
り
わ
け
二
世
紀
以
降
に
顕
著
に
な
る
都
市
の
財
政
難
を
背
景
と
し
て
、
皇

帝
礼
拝
委
員
や
組
合
構
成
員
を
都
市
社
会
の
活
動
に
関
与
さ
せ
る
こ
と
は
、

層

の
重
要
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
社
会
集
団
の
役
割
に
は
、
都
市
の
社
会
的
・
経
済
的
状

況
に
よ
っ
て
相
違
が
み
ら
れ
る
点
が
指
摘
さ
れ
る
。
人
口
規
模
が
少
な
く
、
ま
た

担農
は業
、や

土商
地業
所に
有よ
とつ
いて
行得

安与
疋付 ν

的る

五~
警京
峯小
さ
盤な
を判7

空市
7ノで

竺は相、
の訳
家土台
族生
に活
担の
わ諸
れ負

た
。
そ
の
た
め
、
皇
帝
礼
拝
委
員
や
組
合
が
都
市
生
活
に
お
い
て
果
た
す
役
割
も

の

社
会
的
上
昇
の
可
能
性
も
限
ら
れ
て
い
た
。
他
方
、
大
き
な
都
市
人
口
を
有
し
、
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広
域
な
農
地
を
擁
し
、
陸
海
の
交
通
路
に
よ
っ
て
商
業
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
都
市

に
は
、
伝
統
的
エ
リ
ー
ト
と
富
裕
な
被
解
放
自
由
人
が
多
く
存
在
し
た
。
参
事
会

員
に
は
騎
士
や
元
老
院
議
員
へ
の
社
会
的
上
昇
を
果
た
す
可
能
性
が
聞
か
れ
て
い

〉

-
a
v

、A
、

十
八
予
刀

そ
の
た
め
に
生
じ
た
空
席
は
、

ほ
か
の
土
地
所
有
者
に
よ
っ
て
容
易
に
補

完
さ
れ
え
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
的
流
動
性
の
高
い
地
域
で
は
、
皇
帝
礼
拝
委
員

や
組
合
構
成
員
は
、
参
事
会
員
と
同
様
に
、
贈
与
な
ど
に
よ
っ
て
名
声
を
め
ぐ
る

競
争
に
参
加
し
て
い
た
。

こ
れ
は
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
分
析
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
モ
デ
ル
で
あ
り
、
帝
国

諸
都
市
に
直
ち
に
適
用
で
き
る
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
い
。
ま
た
、

パ
タ

i
ソ
ン

の
一
諭
占
…
は
、

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
都
市
社
会
の
多
様
性
を
示
す
と
こ
ろ
に
あ
り
、

過
度
に
類
型
化
す
る
こ
と
も
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
彼
の
議
論
は
、

書
記
職
の
社
会
的
役
割
、
そ
し
て
そ
の
就
任
者
の
社
会
的
実
態
を
考
え
る
う
え
で

重
要
な
一
示
唆
を
含
ん
で
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
書
記
職
も
皇
帝
礼
拝
委
員

職
や
組
合
と
同
様
、
こ
の
よ
う
な
都
市
社
会
へ
の
参
与
の
一
形
態
と
し
て
評
舗
で

き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
第
二
に
、
書
記
就
任
者
の
経
歴
の
多
様
性

は
、
ア
ブ
ラ
メ
ン
コ
や
パ
タ

l
ソ
ン
が
指
摘
す
る
よ
う
な
社
会
的
差
異
の
影
響
を

一
方
で
、
富
裕
な
出
生
自
由
人
が
比
較
的
多
い

コ
ン
コ
ル
デ
ィ
ア
の
よ
う
に
参
事
会
員
職
の
適
格
者
が
書
記
職
に

よ
っ
て
社
会
的
地
位
を
得
る
こ
と
を
求
め
る
場
合
が
あ
っ
た
。
他
方
で
、
参
事
会

員
に
準
じ
る
よ
う
な
富
祷
な
出
生
自
由
人
が
限
ら
れ
て
い
た
、
比
較
的
小
規
模
な

都
市
の
書
記
は
、
大
都
市
に
お
け
る
書
記
に
比
べ
て
相
対
的
に
低
い
社
会
的
条
件

に
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
書
記
職
に
加
え
て
、
皇
帝
礼
拝
委
員

職
や
組
合
所
属
な
ど
、
謹
数
の
地
位
を
務
め
て
い
た
事
例
が
示
唆
す
る
よ
う
に
、

反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
で
は
、

書
一
記
職
を
と
お
し
て
社
会
的
地
位
を
求
め
る
人
び
と
の
存
在
を
見
過
ご
し
て
は
な

ら
な
い
。結

び
に
か
え
て

本
稿
で
は
都
市
法
、
文
学
史
料
、
碑
文
史
料
か
ら
、
諸
都
市
の
書
記
の
社
会
的

実
態
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。

諸
都
市
の
書
記
は
、
公
職
者
に
配
属
さ
れ
る
下
僚
団
の
一
員
で
あ
っ
た
が
、
都

市
社
会
に
お
け
る
一
定
の
社
会
的
地
位
を
享
受
し
て
い
た
。
し
か
し
、
皇
帝
礼
拝

委
員
と
の
対
照
で
、
財
政
的
寄
与
よ
り
も
そ
の
実
務
的
能
力
に
よ
る
社
会
的
地
位

の
獲
得
と
い
う
特
徴
に
も
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
下
僚
と
同
じ
下
級
官
吏
と
し

て
論
じ
ら
れ
る
公
有
奴
隷
も
、
そ
の
行
政
的
・
社
会
的
役
割
が
注
目
さ
れ
、
「
エ

リ
ー
ト
の
一
部
を
形
成
し
た
」
と
指
摘
す
る
論
者
も
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
公
有
奴

18 

隷
に
関
し
て
は
従
来
、
そ
の
法
的
諸
特
権
(
財
産
一
所
有
権
や
婚
姻
権
)
が
注
呂
さ

れ
て
き
た
が
、
近
年
で
は
そ
れ
に
加
え
、
そ
の
行
政
的
能
力
に
よ
る
社
会
的
地
位

の
獲
得
と
い
う
側
面
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
公
有
奴
隷
の
な
か
で
と
り
わ
け
活
動

的
で
あ
っ
た
の
が
金
庫
担
当
官
見
可
戸

円
山
町
田

}
U
m
w
口
白
山
汁
。
円
。
印
)

と
文
書
館
担
当

(
片
山

σc~21日目
)

で
あ
っ
た
こ
と
は
示
唆
的
で
あ
る
。

下
僚
職
に
は
複
数
の
種
類
が
あ
り
、
下
僚
職
に
よ
っ
て
社
会
的
評
舗
が
異
な
っ

て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
本
稿
で
の
結
論
を
す
ぐ
さ
ま
ほ
か
の
下
僚
職
に
適
用

ど
の
下
僚
職
に
就
い
た
者
に
も
等
し
く
社

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
、

会
的
上
昇
の
可
能
性
が
聞
か
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
諸
都
市
の
下
僚
の
な
か

で
参
事
会
員
身
分
へ
の
上
昇
が
確
実
に
確
認
さ
れ
る
の
は
、
書
記
と
腸
占
師
だ
け



俊行)ローマ子宮政前期における諸都市の書記 (scribae) (本間

で
あ
る
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
れ
ば
、
下
僚
は
社
会
的
に
多
様
な
存
在
で
あ
り
、

ア
ー
ク
の
よ
う
に
下
密
だ
け
を
捉
え
て
「
中
間
層
」
と
呼
ぶ
こ
と
は
必
ず
し
も
説

得
的
で
は
な
い
。
ほ
か
の
社
会
集
団
(
組
合
や
皇
帝
礼
拝
委
員
団
)
な
ど
の
複
合

的
な
要
素
も
合
わ
せ
て
考
え
、
参
事
会
員
震
よ
り
下
位
に
あ
る
も
の
の
、

般
民

衆
よ
り
も
上
位
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、

一
定
の
幅
を
も
っ
た
社
会
層
と
し
て
捉
え

る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

ア
ブ
ラ
メ
ン
コ
は
皇
帝
礼
拝
委
員
に
関
す
る
新
た
な
人

物
像
を
提
起
し
て
い
る
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
皇
帝
礼
拝
委
員
の
人
物
像

と
し
て
、
法
的
に
公
職
や
参
事
会
員
職
か
ら
排
除
さ
れ
た
、
富
裕
な
元
奴
隷
の
存

在
が
重
視
さ
れ
て
き
た
。
彼
は
こ
れ
に
加
え
、
何
ら
か
の
事
清
に
よ
り
参
事
会
へ

の
加
入
を
果
た
せ
な
か
っ
た
出
生
自
由
人
が
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
実
際

に
こ
の
両
方
の
役
職
に
就
い
た
人
物
も
い
た
よ
う
に
、
書
記
と
皇
帝
礼
拝
委
員
に

は
少
な
く
と
も
社
会
的
実
態
に
お
け
る
類
似
性
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ

ボ
ン
ベ
イ
の
書
記

A
・
ク
ロ
デ
ィ
ウ
ス
の
よ
う
に
、
村
落
管
理
を
担
当
す

る
マ
、
ギ
ス
テ
ル
職
に
就
く
者
も
い
た
。
こ
の
よ
う
な
複
数
の
役
職
を
経
験
し
て
い

る
者
が
い
る
こ
と
は
、
皇
帝
礼
拝
委
員
、
下
僚
職
、
組
合
、
さ
ら
に
各
種
の
下
級

役
人
も
含
め
て
、
都
市
の
担
い
手
を
よ
り
幅
広
く
検
討
す
る
必
要
を
示
し
て
い
る

ら
に
、

が
、
こ
の
点
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註
雑
誌
・
叢
蓄
の
略
号
は
h
、
む
さ
時
同
町
、
百
悼
と
も
円
高
公
明
円
町
の
表
記
慣
用
に
し
た
が
っ
た
。
ま

た
、
本
稿
で
は
ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
略
号
を
用
い
て
い
る
。

入
山
町
-
H
~
w
む
さ
悼
町
一
h
h
v
狩
ミ
k
v
h
H
m
q
N
門
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∞
∞
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R
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宮
凡
さ
尽
き
ト
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凡
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三
戸
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山
内
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5
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h
h
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H
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司
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九
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凡
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芯
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h
h
む
な
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芯
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町
め
町
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芯
♂
民
・
ロ
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ぴ
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)
u
ω
〈
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](∞由一山l](由HA山.

~
~
同
H
M
U
Q
N
h
h湯
河
S
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室
町
匂
え
も
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昼
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九
b
h
S
忌
喜
入
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目
な
司
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N
h
s
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N
t
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宅
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こ
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よ
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な
こ
項
区
分
的
な
社
会
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、
王
張
す
る
代
表
的
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研
究
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、
宮
・
円

自
己
a
u
M
)
ミ
定
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的
刊
誌
N
p
h
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お
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事
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ロ
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札
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帝
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委
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町
三
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抽
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食
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u
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r
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宮
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¥
宮
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山
口
¥
∞
角
ロ

¥
Z
2
ペ
C
号
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匂
出
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山
田
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山
巾
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5
8
・
ま
た
、
日
本
に
お
け
る
組
合
と
皇
帝
礼
拝
委
員
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、

坂
口
明
「
オ
ス
テ
ィ
ア
の
船
大
工
会
与
江
口
雪
国
日
2)
の
組
合
(
上
)
(
下
)
」
「
研

究
紀
要
」
〈
日
本
大
学
文
理
学
部
人
文
科
学
研
究
所
〉
六
て
二

O
O
一
年
、
一
九

三
一
頁
/
六
一
二
、
ニ

O
O一
一
一
年
、
一
七
i
ニ
九
頁
一
阪
本
浩
「
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・

ロ
i
マ
都
市
に
お
け
る
任
意
団
体
」
、
阪
本
浩
・
鶴
島
博
和
・
小
野
馨
彦
共
一
線
「
ソ

シ
ア
ピ
リ
テ
の
歴
史
的
諸
相
ー
ー
ー
古
典
古
代
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前
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
|
|
i
」
南
窓

社
、
二

O
O八
年
、
八

O
i九
六
頁
一
佐
野
光
宜
「
葬
送
活
動
か
ら
み
た
コ
レ
ギ

ア
1
1
1
帝
政
前
半
期
ロ

i
マ
に
お
け
る
社
会
的
結
合
関
係
の
一
断
面
1
1
1
」
「
史

林
』
八
九
i
四
、
ニ

O
O六
年
、
一
$
3
0
1
5
6
5

二
一
二
百
二
長
谷
川
敬
「
帝
政
ロ

i
マ
前
期

内
陸
ガ
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
聞
の
水
上
交
易
に
み
る
人
的
紐
帯
|
|
i
二
人
の
交
易
従
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俊行)ローマ帝政前期における諸都市の書記 (scribae) (本間

諸都市の書記に関する碑文一覧
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Pisae (Italia I) utiq. 1. Titius A. [f.， T. AlllillS T. f. Rufus II viri ea omnia， quae supra 
scripta sunt， ex decreto nos [tro 1 coram proql旧田toribusprimo quoque 
tempore per scribam pllbl[i]c[um iln tabulas publicas r巴ferendacurent 
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A43 

A44 CIL XIV， 409 

VIII;9052 

A46 CIL XI， 1421 
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Fulginiae (Italia VI) A48 CIL XI， 5226 



西洋史論集

:A49 C1L .X， 7845 Uselis (Sicilia) 、子EgerunNegati、L:iFabfidiifilJFal1stl1S IIvir q.q. Sex. Il1nlus Cassianus C. 

A50 AE 1964， 251 Tropael1m (Moesia inf.) 

Asprius Fe!ix C笹本IIt包括日sVet柱ssel'ib:

per Q臼i.Prisciano et 1ul. Marco IIviri ql1inq自ennalis;aed. Cresces et 
Sabinl1s， Marcus et Severus (quaestores)， scriba Valentinus 

B22 C1L XIII， 8323 Colonia cl. Ara Agrippinensium scriba 
(Germania inf.) 

Dionysius Plestharchi f. Trallianus 1ng 

B26 AE 1964， 11 

※複数の典拠がある史料でもr，専文番号は一つに限定した。

※ Al~42 は名称から公的な書記であると判断される事例を、 A43~51 は文脈から公的な書記であると判断される事例・集団的に言書記が

言及される事例を挙げた。

※f地位jの1ngは出生自白人 (1ngenuus)であることを示す。ここでは父称(c.fなど)だけを判断基準とし、そのような表記のない

者は不明(?)とした。
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